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次

　

は
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め
に

　

第
一
章　

第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
改
正
手
続

　
　
　

第
一
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憲
法
改
正
案
と
憲
法
改
正
法
律
案

　
　
　
　
　

第
一
款　

憲
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条
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憲
法
改
正
案
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二
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憲
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一
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第
二
款　

国
民
投
票
に
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る
承
認

　
　
　
　
　

第
三
款　

大
統
領
に
よ
る
審
署

　
　
　

第
四
節　

憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正

　
　
　
　
　

第
一
款　

憲
法
第
八
九
条
と
憲
法
第
一
一
条

　
　
　
　
　

第
二
款　

第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
の
実
現
（
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
八
日
国
民
投
票
・
一
一
月
六
日
改
正
）

　
　
　
　
　

第
三
款　

第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
の
失
敗
（
一
九
六
九
年
四
月
二
七
日
国
民
投
票
）

　
　
　

第
五
節　

小　

括

　

第
二
章　

執
行
府
の
憲
法
改
正
法
律
案
提
出
手
続
に
お
け
る
諸
問
題

　
　
　

第
一
節　

執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権

　
　
　
　
　

第
一
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執
行
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律
案
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者
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二
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法
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律
に
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ら
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続

　
　
　

第
三
節　

憲
法
改
正
を
目
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と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
の
提
出
手
続

　
　
　
　
　

第
一
款　

憲
法
典
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
提
出
手
続

　
　
　
　
　

第
二
款　

二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
提
出
手
続

　
　
　

第
四
節　

小　

括

　

第
三
章　

憲
法
改
正
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
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手
続
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お
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憲
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憲
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正
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に
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内
閣
修
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提
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続

　
　
　

第
三
節　

小　

括
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四
章　
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憲
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改
正
法
律
案
の
提
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続
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憲
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正
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憲
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附
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法
律
上
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さ
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提
出
手
続
に
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す
る
憲
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六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
統
制
の
不
在

　
　
　
　
　

第
二
款　

憲
法
典
、
議
院
規
則
及
び
憲
法
院
判
例
に
よ
り
要
請
さ
れ
る
修
正
案
受
理
準
則
の
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
受

理
準
則
の
適
用
と
そ
の
受
理
準
則
違
反
に
つ
い
て
の
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
統
制
の
不
在

　
　
　
　
　

第
三
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憲
法
改
正
法
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閣
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正
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小　

括
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は
じ
め
に

（
1
）　

日
本
に
お
け
る
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
と
憲
法
改
正
原
案
修
正
権
の
議
論

　

我
が
国
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
内
閣
の
法
律
案
提
出
権
の
存
否
が
争
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提

出
権
の
存
否
に
つ
い
て
も
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
と
い
う
の
も
、
い
ず
れ
も
憲
法
典
に
お
い
て
明
示
的
に
認
め
る
規
定
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
閣
の
法
律
案
提
出
権
に
つ
い
て
は
肯
定
説
（
厳
密
に
は
、
内
閣
の
法
律
案
提
出
権
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
る

と
す
る
説

）
1
（

と
内
閣
の
法
律
案
提
出
権
が
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
と
す
る
説

）
2
（

に
分
類
さ
れ
る
）
が
支
配
的
地
位
を
占
め
て
お
り

）
3
（

、
実
務
上
も

肯
定
説
に
立
脚
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
に
つ
い
て
は
肯
定
説

）
4
（

と
否
定
説

）
5
（

の
ど
ち
ら
も
通
説
の

地
位
を
占
め
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
が
提
出
さ
れ
た
実
例
も
な
い
。
学
説
上
は
、
内
閣
の
法
律
案
提
出
権
と

憲
法
改
正
原
案
提
出
権
の
存
否
に
つ
い
て
、
大
き
く
三
つ
の
見
解
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
内
閣
の
法
律
案
提

出
権
と
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
を
と
も
に
肯
定
す
る
説

）
6
（

、
②
内
閣
の
法
律
案
提
出
権
に
つ
い
て
は
肯
定
す
る
が
、
憲
法
改
正
原
案
提
出

権
に
つ
い
て
は
否
定
す
る
説

）
7
（

、
③
内
閣
の
法
律
案
提
出
権
と
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
を
と
も
に
否
定
す
る
説

）
8
（

で
あ
る
。
こ
の
点
、
内
閣

の
法
律
案
提
出
権
に
つ
い
て
は
、
憲
法
典
に
明
示
的
に
認
め
る
規
定
は
な
い
が
、
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て
内
閣
提
出

の
法
律
案
、
予
算
そ
の
他
の
議
案
を
国
会
に
提
出
…
…
す
る
」
と
定
め
る
内
閣
法
（
昭
和
二
二
年
一
月
二
六
日
法
律
第
五
号
）
第
五
条

に
よ
っ
て
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
る

）
9
（

。
他
方
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
に
つ
い
て
は
同
じ
く
憲
法
典
に
明
示
的
に
認
め
る
規
定

は
な
く
、
か
つ
、
内
閣
法
等
の
法
律
に
お
い
て
も
認
め
る
規
定
は
な
い

）
10
（

。

　

一
方
で
、
我
が
国
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
内
閣
の
法
律
案
修
正
権
の
存
否
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
き
て
お
ら
ず

）
11
（

、
ま
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し
て
や
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
修
正
権
に
つ
い
て
は
全
く
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
議
論
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
内
閣
の
法
律
案
修

正
権
に
つ
い
て
も
、
法
律
案
提
出
権
と
同
様
に
、
肯
定
説
と
否
定
説

）
12
（

が
あ
り
う
る
し
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
修
正
権
に
つ
い
て
も
、

憲
法
改
正
原
案
提
出
権
と
同
様
に
、
肯
定
説
と
否
定
説
が
あ
り
え
よ
う
。
こ
の
点
、
「
内
閣
が
、
各
議
院
の
会
議
又
は
委
員
会
に
お
い

て
議
題
と
な
つ
た
議
案
を
修
正
し
、
又
は
撤
回
す
る
に
は
、
そ
の
院
の
承
諾
を
要
す
る
。
但
し
、
一
の
議
院
で
議
決
し
た
後
は
、
修
正

し
、
又
は
撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
定
め
る
国
会
法
（
昭
和
二
二
年
四
月
三
〇
日
法
律
第
七
九
条
）
第
五
九
条
に
よ
っ
て
、
少

な
く
と
も
先
議
院
に
お
け
る
内
閣
の
内
閣
提
出
法
律
案
に
対
す
る
修
正
権
（
い
わ
ゆ
る
内
閣
修
正

）
13
（

）
は
法
律
上
認
め
ら
れ
て
お
り
、
法

律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
は
実
務
上
行
わ
れ
て
い
る

）
14
（

。

（
2
）　

本
稿
の
目
的

　

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
及
び
憲
法
改
正
原
案
修
正
権
が
我
が
国
の
憲
法
上
認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か

を
検
討
す
る
も
の
で
は
な
く
、
仮
に
内
閣
に
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
及
び
憲
法
改
正
原
案
修
正
権
が
憲
法
上
（
あ
る
い
は
法
律
上
）
認

め
ら
れ
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
提
出
手
続
が
課
せ
ら
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
た
め
の
素
材
と
し
て
、
執
行
府
に
憲
法
改
正
案
提
出
権

と
憲
法
改
正
案
修
正
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
一
九
五
八
年
一
〇
月
四
日
憲
法

）
15
（

（
以
下
、
一
九
五
八
年
憲
法
と
表
記
）
は
、
そ
の
第
三
九
条
第
一
項
で
「
法
律
案
提
出
権

（initiative des lois

）
は
、
首
相
（Prem

ier m
inistre

）
と
国
会
議
員
に
競
合
し
て
属
す
る
」
と
規
定
し
、
執
行
府
の
法
律
案
提
出
権
を

首
相
に
帰
属
さ
せ
、
第
二
項
第
一
文
で
、
「
政
府
提
出
法
律
案
（projets de loi

）
16
（

）
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
（C

onseil d ’État

）
の
意

見
を
聴
い
た
後
に
、
閣
議
（C

onseil des m
inistres

）
で
審
議
決
定
さ
れ
、
両
議
院
の
い
ず
れ
か
の
理
事
部
に
提
出
さ
れ
る
」
と
規
定
し
、
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政
府
提
出
法
律
案
提
出
手
続
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
七
月
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
、
第
三
項
と
第
四
項
が
新
設
さ
れ
、
第

三
項
は
「
政
府
提
出
法
律
案
は
、
憲
法
附
属
法
律
（loi organique

）
17
（

）
が
定
め
る
要
件
に
し
た
が
っ
て
、
国
民
議
会
又
は
元
老
院
に
提

出
す
る
」
と
規
定
し
、
憲
法
附
属
法
律
（
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
八
年
七
月
憲
法
改
正
後
に
制
定
さ
れ
た
、
憲
法
第
三
四-

一
条
、
第

三
九
条
及
び
第
四
四
条
の
適
用
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
第
四
〇
三
号

）
18
（

）
に
よ
っ
て
も
、
政
府
提
出
法
律
案

提
出
手
続
は
規
律
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
四
項
は
「
先
に
付
議
さ
れ
た
議
院
の
議
事
協
議
会
（C

onférence des présidents

）
が
、

憲
法
附
属
法
律
が
定
め
る
諸
準
則
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
政
府
提
出
法
律
案
は
議
事
日
程
に
記
載
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
議
事
協
議
会
と
内
閣
と
の
間
で
意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
は
、
当
該
議
院
の
議
長
又
は
首
相
は
、
憲
法
院
に
付
託
す
る
こ
と

が
で
き
、
憲
法
院
は
八
日
以
内
に
裁
定
す
る
」
と
規
定
し
、
先
議
院
の
議
事
協
議
会
が
政
府
提
出
法
律
案
提
出
手
続
の
憲
法
附
属
法
律

4

4

4

4

4

4

適
合
性

4

4

4

を
判
断
し
、
内
閣
と
先
議
院
の
議
事
協
議
会
と
の
意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
に
首
相
又
は
先
議
院
議
長
の
付
託
に
よ
る
憲
法
院

の
介
入
を
認
め
て
い
る
。
他
方
で
、
一
九
五
八
年
憲
法
は
、
第
八
九
条
第
一
項
で
、
「
憲
法
改
正
案
提
出
権
（initiative de la révision 

de la C
onstitution

）
は
、
首
相
の
提
案
に
基
づ
き
大
統
領
（Président de la R

épublique sur proposition du Prem
ier m

inistre

）
に
、

及
び
、
国
会
議
員
に
、
競
合
し
て
属
す
る
」
と
規
定
し
、
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
を
首
相
の
提
案
に
基
づ
く
大
統
領

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
帰
属
さ

せ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
五
八
年
憲
法
は
、
政
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
手
続
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
を
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
一
九
五
八
年
憲
法
第
四
四
条
第
一
項
第
一
文
は
、「
国
会
議
員
と
内
閣
（gouvernem

ent

）
は
修
正
権
（droit d ’am

endem
ent

）

を
も
つ
」と
規
定
し
、
執
行
府
の
修
正
権
を
内
閣
に
帰
属
さ
せ
る
一
方
で
、
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
し
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
は
、
第
三
九
条
第
二
項
の
定
め
る
政
府
提
出
法
律
案
提
出
手
続
が
課
せ
ら
れ
る
か
は
、
憲
法
典

そ
の
も
の
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
第
四
四
条
第
一
項
第
一
文
の
言
う
「
修
正
案
」
が
、
「
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
」
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の
み
を
射
程
に
し
て
い
る
の
か
、
「
憲
法
改
正
案
に
対
す
る
修
正
案
」
を
も
射
程
に
し
て
い
る
の
か
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
一
九
五
八
年
憲
法
の
下
で
は
、
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
と
憲
法
改
正
案
修
正
権
に
関
す
る
問

題
点
と
し
て
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
政
府
の
法
律
案
提
出
権
と
憲
法
改
正
案
提
出
権
の
行
使
主
体
が
憲
法
典
上

異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
政
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
手
続
が
憲
法
典
上
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案

提
出
手
続
と
と
も
に
、
憲
法
改
正
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
も
憲
法
典
上
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
上
の
問
題
点
を
孕
ん
で
い
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
手
続
及
び
憲
法

改
正
案
に
対
す
る
修
正
案
提
出
手
続
に
つ
い
て
実
務
上
ど
の
よ
う
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
学
理
上
の
問
題
点
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
稿
は
、
ま
ず
、
第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
改
正
手
続
を
概
観
し
（
第
一
章
）
、
そ

の
上
で
、
政
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
手
続
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
実
務
上
の
取
り
扱
い
と
、
学
理
上
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
（
第
二
章
）
、
次
に
、
憲
法
改
正
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
の
実
務
上
の
取
り
扱
い
と
そ
れ
に
対
す
る
学
理
上
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
す
る
（
第
三
章
）
。
最
後
に
、
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
と
憲
法
改
正
案
修
正
権
の
行
使
手
続
に
対
す
る
統
制
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
（
第
四
章
）
。

（
3
）　

用
語
の
問
題

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
執
行
府
の
二
元
性
が
あ
る
。す
な
わ
ち
、
大
統
領
と
、
首
相
を
首
長
と
す
る
内
閣
が
、
執
行
府
に
は
存
在
す
る
。

一
般
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
「gouvernem

ent

」
と
い
う
場
合
に
は
、
首
相
を
首
長
と
す
る
「
内
閣
」
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、「gouvernem

ent

」
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に
は
「
大
統
領
」
は
含
ま
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
文
脈
に
お
い
て
「gouvernem

ent

」
を
「
内
閣
」
と
訳

す
。
反
対
に
、
大
統
領
を
も
含
め
た
執
行
府
を
意
味
す
る
場
合
は
、
本
稿
は
「
政
府
」
の
用
語
を
用
い
る

）
19
（

。
ま
た
、「
内
閣
」
と
「
政
府
」

と
を
包
摂
す
る
も
の
と
し
て
「
執
行
府
」
の
用
語
を
用
い
る
。

　

こ
れ
は
、「projets de loi

」
と
「
執
行
府
提
出
のam

endem
ent

」
を
ど
の
よ
う
に
訳
す
か
に
関
わ
っ
て
く
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

一
九
五
八
年
憲
法
第
三
九
条
第
一
項
は
、
「
法
律
案
提
出
権
は
、
首
相
と
国
会
議
員
に
競
合
し
て
属
す
る
」
と
定
め
て
お
り
、
「projets 

de loi

」
を
、
「
内
閣
提
出
法
律
案
」
と
訳
す
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
条
第
二
項
は
、
「projets de loi

」
が
閣
議

で
審
議
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
第
九
条
に
よ
れ
ば
、
「
大
統
領
は
、
閣
議
を
主
宰
す
る
」
の
で
あ
っ
て
、
執
行
府
提
出
法

律
案
に
つ
い
て
の
閣
議
で
の
審
議
決
定
に
は
大
統
領
も
関
与
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
「projets de loi

」
を
、
大
統
領
を

含
意
し
な
い
「
内
閣

4

4

提
出
法
律
案
」
で
は
な
く
、
大
統
領
を
も
含
意
す
る
「
政
府

4

4

提
出
法
律
案
」
と
訳
す
こ
と
に
す
る
。
一
方
で
、
後

で
述
べ
る
と
お
り
、
「
執
行
府
提
出
のam

endem
ent

」
に
は
、
大
統
領
が
主
宰
す
る
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
が
課
せ
ら
れ
な
い
。
す

な
わ
ち
、「
執
行
府
提
出
のam

endem
ent

」
に
は
大
統
領
は
関
与
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、「
執
行
府
提
出
のam

endem
ent

」
を
、

大
統
領
を
含
意
し
な
い
「
内
閣

4

4

修
正
案
」
と
訳
す
こ
と
に
す
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
の
実
定
法
に
お
い
て
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ
る
憲
法
改
正
草
案
に
「
憲
法
改
正
原
案
」
と
い
う
用
語
を
充
て
て
い
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
議
会
に
提
出
さ
れ
る
憲
法
改
正
草
案
に
つ
い
て
、
日
本
法
の
文
脈
で
は
「
憲
法
改
正
原
案

4

4

4

4

4

4

」
の
用
語
を
用
い
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
一
九
五
八
年
憲
法
第
八
九
条
に
お
け
る
「le projet ou la proposition de révision

」
に
は
「
政
府
提
出
又
は
議
員
提
出
の
憲4

法
改
正
案

4

4

4

4

」
の
訳
を
充
て
る
。
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注（
1
） 

要
請
説
の
根
拠
と
し
て
、
①
議
院
内
閣
制
の
建
前
か
ら
い
っ
て
、
内
閣
に
も
法
律
案
提
出
権
を
認
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
（
清
宮

四
郎
『
憲
法
I
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）
四
一
七
頁
）、
②
憲
法
第
七
二
条
の
「
議
案
」
提
出
権
の
中
に
も
法
律
案
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
（
佐
藤
功
『
憲
法
〔
新
版
〕
下
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
八
七
〇-

八
七
一
頁
）、
③
す
で
に
慣
習
法
に
な
っ

て
い
る
こ
と
（
宮
沢
俊
義
＝
芦
部
信
喜
補
訂
『
全
訂
日
本
国
憲
法
』（
日
本
評
論
社
、一
九
七
八
年
）
五
五
三
頁
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
） 

許
容
説
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
小
嶋
和
司
は
、
憲
法
第
七
三
条
第
一
号
の
「
国
務
を
総
理
す
る
こ
と
」
か
ら
、
立
法
部
た
る
国
会
が
「
総

理
」
作
用
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
内
閣
に
立
法
の
提
案
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
、と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
る
。
小
嶋
和
司
『
憲

法
概
説
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）
三
七
〇-

三
七
一
頁
。

（
3
） 

否
定
説
は
今
で
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
最
近
の
文
献
と
し
て
、杉
原
泰
雄「
政
府
と
立
法
―
―
政
府
に
よ
る
法
律
案
に
焦
点
を
合
せ
て
」

浦
田
一
郎
＝
只
野
雅
人
（
編
）『
議
会
の
役
割
と
憲
法
原
理
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
八
七-

一
九
三
頁
。

（
4
） 

代
表
的
な
肯
定
説
は
、
憲
法
第
九
六
条
の
重
点
は
国
民
主
権
に
基
づ
く
国
民
投
票
制
度
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
憲
法
改
正
原
案
提
出

権
に
つ
い
て
特
に
内
閣
を
排
除
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
（
佐
藤
功
『
日
本
国
憲
法
概
説
〔
全
訂
第
五
版
〕』（
学
陽
書
房
、一
九
九
六
年
）

五
八
五
頁
）。
な
お
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
の
肯
定
説
に
つ
い
て
も
、
内
閣
の
法
律
案
提
出
権
の
肯
定
説
と
同
様
に
、
理
論
上
、

要
請
説
と
許
容
説
と
に
分
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
学
説
で
は
そ
こ
ま
で
の
議
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
5
） 

代
表
的
な
否
定
説
は
、
憲
法
上
の
明
示
規
定
の
不
存
在
を
根
拠
に
し
て
、
内
閣
に
は
、
法
律
案
提
出
権
と
同
様
に
、
憲
法
改
正
原
案
提

出
権
も
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
（
杉
原
泰
雄
『
憲
法
II
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
）
二
二
九
頁
）。

（
6
） 

佐
藤
功
・
前
掲
注
（
1
）
及
び
（
4
）
を
参
照
。

（
7
） 

代
表
的
な
見
解
は
、
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
は
、
国
会
の
国
民
代
表
機
関
性
を
重
視
し
て
否
定
す
る
（
芦
部
信
喜
『
憲
法
学
I
』（
有
斐
閣
、

一
九
九
二
年
）
七
一
頁
）。
他
に
、法
学
協
会
『
注
解
日
本
国
憲
法
』（
有
斐
閣
、一
九
五
四
年
）
一
四
四
三
頁
、小
林
直
樹
『
憲
法
講
義
（
下
）

〔
新
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
五
五
二
頁
。

（
8
） 

杉
原
泰
雄
・
前
掲
注
（
3
）
及
び
（
5
）
を
参
照
。
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（
9
） 

内
閣
の
法
律
案
提
出
権
に
つ
い
て
、
要
請
説
に
立
て
ば
内
閣
法
第
五
条
は
「
確
認
規
定
」
と
な
り
、
許
容
説
に
立
て
ば
内
閣
法
第
五
条

は
「
創
設
規
定
」
と
な
り
、
否
定
説
に
立
て
ば
内
閣
法
第
五
条
は
違
憲
と
な
る
。

（
10
） 
一
方
で
、
国
会
議
員
の
法
律
案
提
出
権
に
つ
い
て
、
従
来
、
国
会
法
第
五
六
条
第
一
項
は
「
議
員
が
議
案
を
発
議
す
る
に
は
、
衆
議
院

に
お
い
て
は
議
員
二
〇
人
以
上
、
参
議
院
に
お
い
て
は
議
員
一
〇
人
以
上
の
賛
成
を
要
す
る
。
但
し
、
予
算
を
伴
う
法
律
案
を
発
議
す

る
に
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
は
議
員
五
〇
人
以
上
、
参
議
院
に
お
い
て
は
議
員
二
〇
人
以
上
の
賛
成
を
要
す
る
」
と
定
め
、
議
員
に
よ

る
法
律
案
を
含
む
議
案

4

4

4

4

4

4

4

4

提
出
に
人
数
要
件
を
課
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
九
年
五
月

一
八
日
法
律
第
五
一
号
）（
い
わ
ゆ
る
国
民
投
票
法
）
第
一
五
一
条
に
よ
り
国
会
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
国
会
議
員
の
憲
法
改
正
原

案
提
出
権
に
つ
い
て
、「
議
員
が
日
本
国
憲
法
の
改
正
案
…
…
の
原
案
…
…
を
発
議
す
る
に
は
、
第
五
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
衆
議
院
に
お
い
て
は
議
員
一
〇
〇
人
以
上
、
参
議
院
に
お
い
て
は
議
員
五
〇
人
以
上
の
賛
成
を
要
す
る
」
と
定
め
る
第
六
八
条

の
二
が
新
設
さ
れ
、
法
律
案
を
含
む
議
案
と
憲
法
改
正
原
案

4

4

4

4

4

4

と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
前
者
よ
り
も
重
い
人
数
要
件

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
で
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
に
つ
い
て
は
、
国
民
投
票
法
制
定
の
際
に
内
閣
法
第
五
条

は
改
正
さ
れ
ず
、
内
閣
法
第
五
条
に
「
憲
法
改
正
原
案
」
と
い
う
文
言
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
11
） 

こ
の
点
、
国
会
議
員
の
修
正
権
の
根
拠
に
つ
い
て
も
、
学
説
上
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
大
石
眞
が
法
律
案
提
出
権

と
同
様
に
憲
法
第
四
一
条
に
よ
っ
て
当
然
に
認
め
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
大
石
眞
『
憲
法
講
義
I
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、

二
〇
一
四
年
）
一
二
九
頁
。

（
12
） 

拙
著
『
立
法
手
続
と
権
力
分
立
』（
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
）
二
四
七-

二
四
八
頁
を
参
照
。

（
13
） 

内
閣
修
正
と
は
、「
内
閣
が
提
出
し
た
提
出
し
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
内
閣
自
ら
が
修
正
す
る
こ
と
」（
浅
野
一
郎
＝
河
野
久

（
編
）『
新
・
国
会
事
典
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
一
三
八
頁
）
を
い
う
。
な
お
、
先
議
院
に
お
い
て
議
題
と
な
る
前
は
、

議
院
の
承
諾
は
必
要
な
く
、
内
閣
は
修
正
通
知
を
も
っ
て
、
修
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
は
、

国
会
法
第
五
九
条
の
射
程
で
は
な
い
。
一
方
、
先
議
院
に
お
い
て
議
題
と
な
っ
た
後
は
、
国
会
法
第
五
九
条
の
射
程
と
な
り
、
議
院
の

承
諾
が
必
要
と
な
り
、
先
議
院
で
議
決
さ
れ
た
後
は
修
正
で
き
な
い
。
榊
正
剛
「
法
律
案
の
提
出
」
大
森
政
輔
＝
鎌
田
薫
（
編
）『
立
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法
学
講
義
〔
補
遺
〕』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一
年
）
一
七
五
頁
。

（
14
） 

拙
著
・
前
掲
注
（
12
）
二
四
六
頁
参
照
。
一
方
で
、
国
会
議
員
の
法
律
案
修
正
権
に
つ
い
て
、
国
会
法
第
五
七
条
は
「
議
案
に
つ
き
議

院
の
会
議
で
修
正
の
動
議
を
議
題
と
す
る
に
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
は
議
員
二
〇
人
以
上
、
参
議
院
に
お
い
て
は
議
員
一
〇
人
以
上
の

賛
成
を
要
す
る
。
但
し
、
法
律
案
に
対
す
る
修
正
の
動
議
で
、
予
算
の
増
額
を
伴
う
も
の
又
は
予
算
を
伴
う
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
は
議
員
五
〇
人
以
上
、
参
議
院
に
お
い
て
は
議
員
二
〇
人
以
上
の
賛
成
を
要
す
る
」
と
定
め
、
法
律
案
を
含

む
議
案
提
出
と
同
様
に
、
議
員
に
よ
る
法
律
案
を
含
む
議
案
に
対
す
る
修
正
案

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

提
出
に
人
数
要
件
を
課
し
て
い
た
。
し
か
し
、
国
民
投

票
法
第
一
五
一
条
に
よ
り
国
会
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、「
憲
法
改
正
原
案
に
つ
き
議
院
の
会
議
で
修
正
の
動
議
を
議
題
と
す
る
に
は
、

第
五
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
衆
議
院
に
お
い
て
は
議
員
一
〇
〇
人
以
上
、
参
議
院
に
お
い
て
は
議
員
五
〇
人
以
上
の
賛
成
を
要

す
る
」
と
定
め
る
第
六
八
条
の
二
が
新
設
さ
れ
、
法
律
案
を
含
む
議
案
に
対
す
る
修
正
案
と
憲
法
改
正
原
案
に
対
す
る
修
正
案

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
が
明

確
に
区
別
さ
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
前
者
よ
り
も
重
い
人
数
要
件
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
で
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案

修
正
権
に
つ
い
て
は
、
国
民
投
票
法
制
定
の
際
に
国
会
法
第
五
九
条
は
改
正
さ
れ
ず
、
国
会
法
第
五
九
条
に
「
憲
法
改
正
原
案
」
と
い

う
文
言
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
15
） 

一
九
五
八
年
一
〇
月
四
日
憲
法
は
、
第
五
共
和
制
憲
法
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
16
） 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
政
府
提
出
法
律
案
と
議
員
提
出
法
律
案
は
、
名
称
上
区
別
さ
れ
、
議
員
提
出
法
律
案
は
「proposition de loi

」
と
呼

ば
れ
る
。

（
17
） 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「loi organique

」
は
、
わ
が
国
で
は
通
常
、「
組
織
法
律
」
と
訳
さ
れ
る
。
し
か
し
、「loi organique

」
は
、「
組
織
」

に
関
す
る
法
律
の
み
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
大
石
眞
は
、
憲
法
附
属
法
を
、「
国
政
の
組
織
と
運
営
に
必
要
な
規
範
、
す
な
わ
ち
実

質
的
意
味
の
憲
法
に
属
す
る
法
規
範
で
あ
っ
て
、
憲
法
典
を
補
充
す
る
意
味
を
も
つ
規
範
又
は
そ
れ
を
内
容
と
す
る
議
会
制
定
法
」
と

定
義
し
、そ
の
上
で
、フ
ラ
ン
ス
の
「loi organique

」
に
「
憲
法
附
属
法
」
の
訳
を
充
て
て
い
る
。
大
石
眞
「
憲
法
典
と
憲
法
附
属
法
」『
憲

法
秩
序
へ
の
展
望
』（
二
〇
〇
八
年
、
有
斐
閣
）
九-

一
二
頁
。
本
稿
も
、
大
石
の
用
語
法
に
従
い
、「loi organique

」
に
「
憲
法
附
属

法
律
」
の
訳
を
充
て
る
。
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（
18
） 

本
憲
法
附
属
法
律
の
最
終
改
正
は
、
二
〇
一
〇
年
六
月
二
八
日
で
あ
る
。

（
19
） 

こ
の
点
、従
来
の
日
本
の
憲
法
学
は
、フ
ラ
ン
ス
の
「gouvernem

ent

」
を
「
政
府
」
と
訳
し
て
お
り
、「
内
閣
」
と
訳
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

本
稿
は
、「
大
統
領
を
含
む
執
行
府
」
と
「
大
統
領
を
含
ま
な
い
執
行
府
」
と
を
分
け
て
論
ず
べ
き
で
あ
る
と
の
視
点
に
立
っ
て
い
る
。

第
一
章　

第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
改
正
手
続

　

第
一
章
で
は
、
第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
改
正
手
続

）
20
（

を
概
観
す
る
。
一
九
五
八
年
憲
法
は
、
「
改
正
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
第

一
六
章
を
設
け
、
そ
の
中
に
は
全
五
項
か
ら
構
成
さ
れ
る
以
下
の
第
八
九
条
と
い
う
た
だ
一
つ
の
条
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

第
八
九
条　

憲
法
改
正
案
提
出
権
は
、
首
相
の
提
案
に
基
づ
き
大
統
領
に
、
及
び
、
国
会
議
員
に
、
競
合
し
て
属
す
る
。

②　

政
府
提
出
憲
法
改
正
案
（projet de révision
）
又
は
議
員
提
出
憲
法
改
正
案
（proposition de révision

）
は
、
第
四
二
条
第
三

項
に
定
め
る
期
間
の
要
件
に
し
た
が
っ
て
審
議
さ
れ
、
両
議
院
に
よ
り
同
一
の
文
言
で
議
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
改
正

は
、
国
民
投
票
（référendum

）
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
後
に
確
定
す
る
。

③　

た
だ
し
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
案
は
、
大
統
領
が
そ
れ
を
両
院
合
同
会
議
（C

ongrès

）
と
し
て
招
集
さ
れ
る
国
会
に
提
案
す
る

こ
と
に
決
め
た
場
合
に
は
、
国
民
投
票
に
は
付
さ
れ
な
い
。
政
府
提
出
憲
法
改
正
案
は
、
表
明
さ
れ
た
票
の
五
分
の
三
の
多
数
を
得

な
け
れ
ば
承
認
さ
れ
な
い
。
両
院
合
同
会
議
の
理
事
部
は
、
国
民
議
会
の
理
事
部
と
す
る
。

④　

領
土
の
保
全
が
害
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
い
か
な
る
憲
法
改
正
手
続
も
開
始
し
又
は
続
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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⑤　

共
和
政
体
は
、
こ
れ
を
改
正
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

な
お
、
第
一
章
で
は
、
憲
法
改
正
手
続
そ
の
も
の
に
関
わ
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

第
四
項
及
び
第
五
項
に
つ
い
て
は
取
り
扱
わ
な
い
。

第
一
節　

憲
法
改
正
案
と
憲
法
改
正
法
律
案

  

第
一
款　

憲
法
第
八
九
条
の
憲
法
改
正
案

　

一
九
五
八
年
憲
法
第
八
九
条
第
一
項
に
よ
り
、
首
相
の
提
案
に
基
づ
く
大
統
領
及
び
国
会
議
員
が
、
憲
法
改
正
案
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
五
八
年
憲
法
第
八
九
条
第
二
項
で
は
、
首
相
の
提
案
に
基
づ
く
大
統
領
が
提
出
す
る
憲
法
改
正
案
を
「
政

府
提
出
憲
法
改
正
案
（projet de révision
）
」
と
表
記
し
、
国
会
議
員
が
提
出
す
る
憲
法
改
正
案
を
「
議
員
提
出
憲
法
改
正
案
（proposition 

de révision

）
」
と
表
記
し
て
い
る
。

  

第
二
款　

実
務
上
の
憲
法
改
正
法
律
案

　

し
か
し
、
実
務
上
で
は
、
憲
法
改
正
案
は
、
「
政
府
提
出
憲
法
改
正
案
（projet de révision

）
」
又
は
「
議
員
提
出
憲
法
改
正
案

（proposition de révision

）
」
と
い
う
特
別
な
提
案
形
式
で
提
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
（projet 

de loi constitutionnelle

）
」
又
は
「
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
（proposition de loi constitutionnelle

）
」
と
い
う
「
法
律
案
」
の

形
式
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
改
正
案
は
、
「
憲
法
改
正
法
律
（loi constitutionnelle

）
21
（

）
」
案
、
つ
ま
り
、
憲
法
を
改
正

す
る
た
め
の
「
法
律
」
案
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
つ
い
て
の
国
会
で
の
審
議
・
議
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決
手
続
は
、
三
つ
の
例
外

）
22
（

を
除
き
、
通
常
の
法
律
案
に
つ
い
て
の
国
会
で
の
審
議
・
議
決
手
続
と
同
じ
手
続
で
行
わ
れ
る

）
23
（

。

第
二
節　

政
府
提
出
憲
法
改
正
案
の
場
合

  

第
一
款　

両
議
院
に
よ
る
同
一
の
文
言
で
の
採
択

　

首
相
の
提
案
に
基
づ
く
大
統
領
が
、「
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
（projet de loi constitutionnelle

）
」
を
提
出
す
る
場
合
、
ま
ず
、

政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
国
会
の
両
議
院
（
国
民
議
会
と
元
老
院
）
の
い
ず
れ
か
の
理
事
部
に
提
出
さ
れ
る
。
先
議
院
で
採
択

さ
れ
た
後
、
後
議
院
に
送
付
さ
れ
、
両
議
院
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
同
一
の
文
言
で
採
択
さ
れ
る
ま
で
両
院
間
回
付

）
24
（

が
続
け
ら
れ
る
。
両

議
院
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
同
一
の
文
言
で
採
択
さ
れ
る
と
、
そ
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
両
議
院
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
こ
と

と
な
る
（
憲
法
第
八
九
条
第
二
項
）
。

  

第
二
款　

国
民
投
票
に
よ
る
承
認
又
は
両
院
合
同
会
議
に
よ
る
可
決

　

政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
国
会
の
両
議
院
に
よ
っ
て
同
一
の
文
言
で
可
決
さ
れ
る
と
、
そ
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
国

民
投
票
に
付
さ
れ
、
憲
法
改
正
は
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
後
に
確
定
す
る
（
憲
法
第
八
九
条
第
二
項
）
。
ま
ず
、
承
認
の
要

件
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
八
年
憲
法
に
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
選
挙
法
典
L
第
五
五
八-

四
四
条
が
有
効
投
票
の
過
半
数
と
定
め
て

い
る
。
次
に
、
投
票
方
法
に
つ
い
て
も
憲
法
典
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
選
挙
法
典
L
第
五
五
八-

四
五
条
が
、
投
票
は
「
賛

成
（O

ui

）
」
と
「
反
対
（N

on

）
」
が
あ
ら
か
じ
め
印
刷
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
最
後
に
、
投
票
権

者
に
つ
い
て
も
同
様
に
選
挙
法
典
が
定
め
て
お
り
、
同
法
典
L
第
二
条
が
、
投
票
権
者
は
満
一
八
歳
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
定
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め
て
い
る
。

　

一
方
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
国
会
の
両
議
院
に
よ
っ
て
同
一
の
文
言
で
可
決
さ
れ
た
後
、
大
統
領
が
両
院
合
同
会
議
と
し

て
招
集
す
る
国
会
の
審
議
に
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
、
そ
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
国
民
投
票
に
付
さ
れ
ず
、
両
院

合
同
会
議
の
有
効
投
票
の
五
分
の
三
の
多
数
で
可
決
さ
れ
る
と
、
憲
法
改
正
は
承
認
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
（
憲
法
第
八
九
条
第
三
項
）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
議
院
で
同
一
の
文
言
で
可
決
さ
れ
た
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
を
国
民
投
票
に
付
す
か
、
あ
る
い
は
、
両
院
合
同

会
議
に
付
す
か
を
決
定
す
る
の
は
、
大
統
領
で
あ
る

）
25
（

。
そ
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
を
国
民
投
票
に
付
す
決
定
及
び
両
院
合
同
会
議

に
付
す
決
定
は
、
首
相
又
は
場
合
に
よ
っ
て
所
管
大
臣
に
よ
り
副
署
さ
れ
た
大
統
領
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
（
憲
法
第
一
九
条
）。

　

な
お
、
第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
憲
法
第
八
九
条
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
憲
法
改
正
は
二
二
件
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
よ
る
も
の
で
あ
る

）
26
（

。
さ
ら
に
、
二
二
件
の
う
ち
、
二
一
件
が
両
院
合
同
会
議
に
よ
り
承
認

さ
れ
た
も
の
で
あ
り

）
27
（

、
わ
ず
か
一
件
だ
け
が
国
民
投
票
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

）
28
（

。

  

第
三
款　

大
統
領
に
よ
る
審
署

　

確
定
さ
れ
た
憲
法
改
正
は
、
大
統
領
に
よ
っ
て
審
署
さ
れ

）
29
（

、
官
報
に
お
い
て
公
布
さ
れ
る
。

第
三
節　

議
員
提
出
憲
法
改
正
案
の
場
合

  

第
一
款　

両
議
院
に
よ
る
同
一
の
文
言
で
の
採
択

　

国
民
議
会
議
員
又
は
元
老
院
議
員
が
、
「
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
（proposition de loi constitutionnelle

）
」
を
そ
れ
ぞ
れ
が
所
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属
す
る
議
院
の
理
事
部
に
提
出
し
た
場
合
、
ま
ず
、
そ
の
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
を
受
理
し
た
議
院
が
先
議
院
と
な
る
。
そ
の
後

は
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
と
同
様
に
、
先
議
院
で
採
択
さ
れ
た
後
、
後
議
院
に
送
付
さ
れ
、
両
議
院
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
同
一

の
文
言
で
採
択
さ
れ
る
ま
で
両
院
間
回
付
が
続
け
ら
れ
る
。
両
議
院
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
同
一
の
文
言
で
採
択
さ
れ
る
と
、
そ
の
議
員

提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
両
議
院
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
（
憲
法
第
八
九
条
第
二
項
）
。

  

第
二
款　

国
民
投
票
に
よ
る
承
認

　

議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
国
会
の
両
議
院
に
よ
っ
て
同
一
の
文
言
で
可
決
さ
れ
る
と
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
場
合
と

同
じ
よ
う
に
、
そ
の
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
国
民
投
票
に
付
さ
れ
、
憲
法
改
正
は
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
後
に
確
定

す
る
（
第
八
九
条
第
二
項
）
。
国
民
投
票
に
お
け
る
承
認
の
要
件
、
投
票
方
法
、
投
票
権
者
に
つ
い
て
は
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律

案
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
と
は
異
な
り
、
両
院
合
同
会
議
に
付
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
す
な
わ
ち
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
場
合
は
、
国
民
投
票
に
付
す
か
、
あ
る
い
は
、
両
院
合
同
会
議
に
付
す
か
、
大
統
領

に
は
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
場
合
は
、
必
ず
国
民
投
票
に
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
憲
法
第
八
九
条
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
憲
法
改
正

は
、
す
べ
て
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
基
づ
く
も
の
は
な
い
。
そ
れ
以
上

に
、
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
両
議
院
に
よ
っ
て
同
一
の
文
言
で
可
決
さ
れ
た
例
す
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
五
共
和
制
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
、
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
国
民
投
票
に
付
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
の
で
あ
る

）
30
（

。
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第
三
款　

大
統
領
に
よ
る
審
署

　

す
で
に
見
た
と
お
り
、
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
国
民
投
票
に
付
さ
れ
た
こ
と

も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
の
手
続
は
理
論
上
の
も
の
で
あ
る
が
、
国
民
投
票
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
憲
法
改
正
は
、
大
統
領
に

よ
っ
て
審
署
さ
れ
、
官
報
に
お
い
て
公
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
四
節　

憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正

  

第
一
款　

憲
法
第
八
九
条
と
憲
法
第
一
一
条

　

憲
法
改
正
は
憲
法
第
八
九
条
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
、
憲
法
第
八
九
条
に
基
づ
か
ず
、
憲
法
の
他
の
条
項
に
基
づ
い
て
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
条
項
が
憲
法
第
一
一

条
第
一
項
で
あ
る
。

　

現
在
の
憲
法
第
一
一
条
第
一
項
は
、
「
大
統
領
は
、
官
報
に
記
載
さ
れ
た
、
会
期
中
の
内
閣
の
提
案
又
は
両
議
院
の
共
同
提
案
に
基

づ
い
て
、
公
権
力
の
組
織
（organisation des pouvoirs publics

）
に
関
す
る
政
府
提
出
法
律
案
、
国
の
経
済
、
社
会
若
し
く
は
環
境

政
策
及
び
そ
れ
に
関
わ
る
公
役
務
を
め
ぐ
る
諸
改
革
に
関
す
る
政
府
提
出
法
律
案
、
又
は
、
憲
法
に
反
し
な
い
が
諸
制
度
の
運
営
に
影

響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
条
約
の
批
准
を
承
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
法
律
案
を
す
べ
て
国
民
投
票
に
付
す
こ
と
が
で
き

る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
こ
で
定
め
ら
れ
て
い
る
国
民
投
票
は
通
常
の
国
民
投
票

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
り

）
31
（

、
こ
の
条
項
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
法

律
案
は
、
「
国
民
投
票
法
律
案
（projet de loi référendaire

）
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

憲
法
第
一
一
条
第
一
項
に
基
づ
く
憲
法
改
正
と
は
、
こ
の
条
項
の
中
の
「
公
権
力
の
組
織
に
関
す
る
政
府
提
出
法
律
案
」
に
は
「
憲
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法
改
正
を
目
的
と
す
る
〔
通
常
の
〕
政
府
提
出
法
律
案
」
が
含
ま
れ
る
と
し
て
、
憲
法
第
一
一
条
第
一
項
の
定
め
る
手
続
に
従
い
、
国

会
の
両
議
院
で
の
審
議
及
び
両
議
院
で
の
同
一
の
文
言
で
の
可
決
を
経
る
こ
と
な
く
、
国
民
投
票
の
み
に
よ
っ
て
行
う
憲
法
改
正
で
あ

る
。
こ
の
憲
法
第
一
一
条
第
一
項
に
基
づ
く
憲
法
改
正
は
、
第
五
共
和
制
初
期
に
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
に
よ
っ
て
二
度
試

み
ら
れ
、
一
度
は
実
現
し
、
も
う
一
度
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

  

第
二
款　

第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
の
実
現
（
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
八
日
国
民
投
票
・
一
一
月
六
日
改
正
）

　

一
九
六
二
年
当
時
の
憲
法
第
一
一
条
第
一
項
は
、
「
公
権
力
の
組
織
に
関
す
る
政
府
提
出
法
律
案
」
、
「
共
同
体
の
協
定
の
承
認
を
含

む
政
府
提
出
法
律
案
」
、
「
憲
法
に
反
し
な
い
が
諸
制
度
の
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
条
約
の
批
准
を
承
認
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
政
府
提
出
法
律
案
」
を
、
内
閣
の
提
案
又
は
両
議
院
の
共
同
提
案
に
基
づ
い
て
、
大
統
領
が
国
民
投
票
に
付
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
た
。

　

一
九
五
八
年
憲
法
制
定
当
初
の
大
統
領
は
、
間
接
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
た
め
、
完
全
な
民
主
的
正
統
性
を
基
礎
と
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た

）
32
（

。
そ
こ
で
、
民
主
的
正
統
性
を
公
式
に
調
達
し
、
統
治
す
る
大
統
領
で
あ
る
た
め
に
、
大
統
領
直
接
公
選
制
、
つ
ま
り
、

国
民
に
よ
る
直
接
選
挙
に
よ
る
大
統
領
選
挙
の
導
入
が
具
体
的
に
政
治
日
程
に
上
る
こ
と
と
な
っ
た

）
33
（

。

　

ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
は
、
一
九
六
二
年
九
月
二
〇
日
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
演
説
で
、
憲
法
第
六
条
・
第
七
条
を
改
正
す
る
〔
通
常
の
〕

政
府
提
出
法
律
案
を
憲
法
第
一
一
条
第
一
項
に
基
づ
く
国
民
投
票
に
か
け
る
旨
を
宣
言
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
普
通
選
挙
に
よ
る
大
統

領
の
選
挙
に
関
す
る
政
府
提
出
法
律
案
（Projet de loi relatif à l ’élection du Président de la République au suffrage universel

）」
が

作
成
さ
れ
、
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
は
、
憲
法
改
正
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
第
八
九
条
の
憲
法
改
正
手
続
に
よ
ら
ず
、
憲
法
第
一
一
条
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に
よ
る
国
民
投
票
で
憲
法
改
正
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
当
該
政
府
提
出
法
律

案
は
憲
法
第
一
一
条
第
一
項
に
い
う
「
公
権
力
の
組
織
に
関
す
る
政
府
提
出
法
律
案
」（
国
民
投
票
法
律
案
）
に
該
当
す
る
と
し
て
、
憲

法
第
八
九
条
の
定
め
る
両
議
院
で
の
審
議
・
同
一
の
文
言
で
の
可
決
を
回
避
し
て
、
直
接
国
民
に
賛
否
を
問
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

政
府
は
、
一
〇
月
二
日
に
、
こ
の
国
民
投
票
法
律
案
を
閣
議
で
審
議
決
定
し
た

）
34
（

。
そ
し
て
、
一
〇
月
四
日
、
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
は
、

一
〇
月
二
八
日
に
こ
の
国
民
投
票
法
律
案
に
関
す
る
国
民
投
票
を
実
施
し
、
自
身
の
責
任
を
か
け
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
二
日
、
国
民
議
会
は
、
こ
の
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
手
続
に
反
対
し
て
い
た
の
で
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ

ド
ゥ
ー
内
閣
に
対
す
る
不
信
任
決
議
案
（m

otion de censure

）
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
、
第
一
一
条
に
よ
る
憲
法
改
正
に
関
し
て
議

論
さ
れ
、
違
憲
論
が
多
数
出
て
、
結
局
、
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
内
閣
に
対
す
る
不
信
任
決
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
〇
月
六
日
、

ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
内
閣
は
、
憲
法
第
五
〇
条
に
基
づ
き
総
辞
職
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
は
、
国
民
議
会
の
解
散
を

決
定
し
た
。
し
か
し
、
国
民
議
会
解
散
中
の
一
〇
月
二
八
日
に
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
、
こ
の
国
民
投
票
法
律
案
は
承

認
さ
れ
、
一
一
月
六
日
、
こ
の
法
律
は
成
立
し
た

）
35
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
間
接
選
挙
に
よ
る
大
統
領
選
出
に
関
す
る
憲
法
第
六
条
・
第
七

条
が
改
正
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
る
大
統
領
直
接
公
選
制
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

  

第
三
款　

第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
の
失
敗
（
一
九
六
九
年
四
月
二
七
日
国
民
投
票
）

　

憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
一
九
六
二
年
一
一
月
六
日
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
直
接
公
選
制
に
よ
っ
て
再
選
し
た
ド
・
ゴ
ー

ル
大
統
領
は
、
一
九
六
九
年
四
月
二
七
日
、
憲
法
改
正
を
含
む
（
地
域
圏
の
創
設
と
元
老
院
の
改
革
）
政
府
提
出
法
律
案
（
国
民
投
票

法
律
案
）
を
、
憲
法
第
一
一
条
に
よ
り
国
民
投
票
に
か
け
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
こ
の
国
民
投
票
は
否
決
さ
れ
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
辞
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職
し
た

）
36
（

。

　

そ
の
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

第
五
節　

小
括

　

第
一
章
で
は
、
①
憲
法
第
八
九
条
第
二
項
に
お
い
て
「
政
府
提
出
憲
法
改
正
案
」
及
び
「
議
員
提
出
憲
法
改
正
案
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
務
上
で
は
、
「
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
」
及
び
「
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
」
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
（
第
一
節
）
、
②
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
場
合
に
は
、
両
議
院
で
の
同
一
の
文
言
で
の
可
決
後
、
大
統
領
は

国
民
投
票
に
付
す
か
両
院
合
同
会
議
に
付
す
か
を
選
択
で
き
、
第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
第
八
九
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正

二
二
件
す
べ
て
が
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
二
一
件
が
両
院
合
同
会
議
に
お
け
る
承
認

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
第
二
節
）
、
③
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
場
合
に
は
、
両
議
院
で
の
同
一
の
文
言
で
の
可
決
後
は
国

民
投
票
に
付
す
こ
と
し
か
で
き
ず
、
第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
実
際
に
は
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
国
民
投
票
に
付
さ
れ

た
こ
と
は
な
い
こ
と
（
第
三
節
）
、
④
憲
法
第
八
九
条
に
よ
ら
ず
、
大
統
領
が
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
い
て
国
民
投
票
法
律
案
と
し
て

国
民
投
票
に
付
し
て
そ
の
承
認
を
得
て
、
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
（
第
四
節
）
を
確
認
し
た
。

注（
20
） 

フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
改
正
手
続
に
関
す
る
邦
語
文
献
は
多
い
が
、近
年
の
邦
語
文
献
と
し
て
、佐
藤
修
一
郎
「
憲
法
改
正
」
植
野
妙
実
子
（
編
）

『
フ
ラ
ン
ス
憲
法
と
統
治
構
造
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
）
二
三
五-

二
五
一
頁
、
小
林
公
夫
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
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改
正
過
程
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
七
八
三
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
九-

一
三
八
頁
。
本
章
で
は
、
特
に
後
者
を
参
照
。

（
21
） 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「loi constitutionnelle

」
は
、
我
が
国
で
は
「
憲
法
的
法
律
」
と
訳
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、「loi 

constitutionnelle

」
は
、「
憲
法
典
を
改
正
す
る
た
め
の
法
律
」
で
あ
る
の
で
、「
憲
法
改
正
法
律
」
と
訳
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
小
林
公
夫
・

前
掲
注
（
20
）
一
一
二
頁
も
参
照
。

（
22
） 

①
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
場
合
、
本
会
議
に
お
け
る
審
議
の
対
象
が
委
員
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
成
案
で
は
な
く
、
政
府
提

出
憲
法
改
正
法
律
案
の
原
案
で
あ
る
こ
と
（
憲
法
第
四
二
条
第
二
項
）。
②
憲
法
第
四
五
条
の
定
め
る
手
続
（
各
議
院
の
二
度
の
読
会

の
後
若
し
く
は
内
閣
が
急
速
討
議
手
続
（procédure accélérée

）
に
か
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
各
議
院
の
一
度
の
読
会
の
後
、

首
相
が
、
又
は
、
議
員
提
出
法
律
案
に
つ
い
て
は
両
議
院
の
議
事
協
議
会
が
共
同
し
て
、
両
院
協
議
会
（com

m
ission m

ixte paritaire

）

の
開
催
を
決
定
す
る
手
続
（
第
二
項
）、
及
び
、
両
院
協
議
会
開
催
後
に
内
閣
が
行
う
手
続
（
第
三
項
・
第
四
項
））
は
、
憲
法
改
正

法
律
案
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
（
憲
法
附
属
法
律
の
立
法
手
続
を
定
め
る
第
四
六
条
が
、
第
三
項
で
、
明
確
に
「
第
四
五
条
の
手

続
は
適
用
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
の
に
、
憲
法
改
正
手
続
を
定
め
る
第
八
九
条
は
第
四
五
条
の
適
用
に
言
及
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
（G

eorges Bergougnous, « A
rticle 45 », in François Luchaire, G

érard Conac et X
avier Prétot (dir. ), La Constitution de la 

République française, 3
e éd., Econom

ica, 2008, p. 1090

））。
③
二
〇
〇
八
年
七
月
の
憲
法
改
正
に
よ
り
憲
法
第
四
四
条
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
国
民
議
会
規
則
第
四
九
条
第
五
項
は
「
議
事
協
議
会
は
、
ま
た
、
成
案
全
体
の
審
議
時
間
の
上
限
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
以
下
の
項
〔
第
六
項
な
い
し
第
一
三
項
〕
で
定
め
る
手
続
が
適
用
さ
れ
る
」
と
定
め
、「
審
議
時
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
化
」
手
続
が
国
民
議
会
で
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
の
手
続
は
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
（
国
民
議
会
規
則
第

一
一
八
条
第
一
項
第
二
文
）（
な
お
、「
審
議
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
」
手
続
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
徳
永
貴
志
「
フ
ラ
ン
ス
議
会
の

復
権
は
な
さ
れ
た
か
―
二
〇
〇
八
年
憲
法
改
正
以
後
の
法
案
審
議
―
」
和
光
経
済
四
六
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
二
頁
を
参
照
）。

（
23
） 

内
閣
は
、
国
会
で
の
審
議
・
議
決
手
続
に
お
け
る
憲
法
上
の
諸
特
権
（
憲
法
第
四
四
条
第
三
項
に
基
づ
く
一
括
投
票
、
憲
法
第
四
九

条
第
三
項
に
基
づ
く
信
任
投
票
な
ど
）
も
行
使
で
き
る
。Pascal Jan, « A

rticle 89 », in François Luchaire, G
érard Conac et X

avier 

Prétot (dir. ), La Constitution de la République française, 3
e éd., Econom

ica, 2008, pp. 1998-1999.
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（
24
） 

こ
れ
は
ナ
ヴ
ェ
ッ
ト
（navette

）
と
呼
ば
れ
る
制
度
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
以
下
を
参
照
。Pierre Avril, Jean G

icquel et Jean-Éric 

G
icquel, D

roit parlem
entaire, 5

e éd., M
ontchrestien, 2014, pp. 250-251.

（
25
） 

M
ichel Lascom

be et X
avier Vandendriessche, Code constitutionnel et des droits fondam

entaux, 5
e éd., D

alloz, 2015, p. 1461. 

小

林
公
夫
・
前
掲
注
（
20
）
一
一
三
頁
も
参
照
。
な
お
、
こ
の
大
統
領
デ
ク
レ
は
、
行
政
訴
訟
の
対
象
と
な
る
行
為
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ

る
「
統
治
行
為
（actes de gouvernem

ent

）」
で
あ
る
。C.E., 11 février 2004, H

offer, n
o 264299.

（
26
） 

小
林
公
夫
・
前
掲
注
（
20
）
一
三
一-

一
三
五
頁
を
参
照
。

（
27
） 

①
一
九
六
三
年
一
二
月
三
〇
日
改
正
（
第
二
八
条
・
国
会
会
期
の
変
更
）、
②
一
九
七
四
年
一
〇
月
二
九
日
改
正
（
第
六
一
条
＝
憲
法

院
へ
の
提
訴
権
者
の
拡
大
）、
③
一
九
七
六
年
六
月
一
八
日
改
正
（
第
七
条
＝
大
統
領
選
挙
期
間
中
の
事
故
へ
の
対
応
）、
④
一
九
九
二

年
六
月
二
五
日
改
正
（
第
二
条
＝
公
用
語
の
憲
法
規
定
化
、
第
五
四
条
＝
憲
法
院
へ
の
提
訴
権
の
拡
大
、
第
七
四
条
＝
海
外
領
土
の
地

位
及
び
特
別
組
織
の
規
定
の
た
め
の
手
続
に
関
す
る
法
律
へ
の
授
権
、
第
一
四
章
第
八
八-

一
条
な
い
し
第
八
八-

四
条
追
加
＝
マ
ー

ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准
の
た
め
）、
⑤
一
九
九
三
年
七
月
二
七
日
改
正
（
第
六
五
条
・
第
一
〇
章
第
六
八-

一
及
び
第
六
八-

二
条
追

加
・
第
九
三
条
追
加
＝
大
臣
の
職
務
上
の
罪
に
対
す
る
裁
判
手
続
の
簡
素
化
、
司
法
権
の
独
立
強
化
）、
⑥
一
九
九
三
年
一
一
月
二
五

日
改
正
（
第
五
三-

一
条
追
加
＝
経
済
難
民
の
規
制
）、
⑦
一
九
九
五
年
八
月
四
日
改
正
（
第
一
一
条
＝
国
民
投
票
の
対
象
事
項
の
拡

大
、
第
一
二
条
・
第
二
八
条
・
第
四
八
条
・
第
四
九
条
・
第
五
一
条
＝
国
会
会
期
の
通
年
化
、
第
二
六
条
＝
国
会
議
員
の
不
逮
捕
特
権

の
制
限
、
第
一
条
削
除
・
第
二
条
第
一
項
を
第
一
条
に
移
す
・
第
五
条
・
第
六
八-

三
条
追
加
・
第
七
〇
条
・
第
七
六
条
削
除
・
第

八
八
条
・
第
一
三
章
第
七
七
条
な
い
し
第
八
七
条
削
除
・
第
一
七
章
第
九
〇
条
な
い
し
第
九
三
条
削
除
＝
フ
ラ
ン
ス
共
同
体
及
び
経
過

規
定
の
廃
止
）、
⑧
一
九
九
六
年
二
月
二
二
日
改
正
（
第
三
四
条
・
第
三
九
条
・
第
四
七-

一
条
追
加
＝
社
会
保
障
財
政
法
律
の
創
設
）、

⑨
一
九
九
八
年
七
月
二
〇
日
改
正
（
第
一
三
章
第
七
六
条
及
び
第
七
七
条
追
加
＝
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
地
位
規
定
）、
⑩
一
九
九
九

年
一
月
二
五
日
改
正
（
第
八
八-

二
条
・
第
八
八-

四
条
＝
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
批
准
の
た
め
）、
⑪
一
九
九
九
年
七
月
八
日
改
正

（
第
五
三-

二
条
追
加
＝
国
際
刑
事
裁
判
所
の
裁
判
権
の
承
認
）、
⑫
一
九
九
九
年
七
月
八
日
改
正
（
第
三
条
・
第
四
条
＝
男
女
平
等
の

促
進
）、
⑬
二
〇
〇
三
年
三
月
二
五
日
改
正
（
第
八
八-

二
条
＝
押
収
逮
捕
状
に
関
す
る
規
則
の
法
律
へ
の
授
権
）、
⑭
二
〇
〇
三
年
三
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月
二
八
日
改
正
（
第
一
条
・
第
三
四
条
・
第
三
七-

一
条
追
加
・
第
三
九
条
・
第
七
二
条
・
第
七
二-

一
条
な
い
し
第
七
二-

四
条
追

加
・
第
七
三
条
・
第
七
四
条
・
第
七
四-

一
条
追
加
＝
地
方
分
権
改
革
、
第
七
条
＝
大
統
領
選
の
第
二
回
投
票
の
期
日
規
定
の
変
更
、

第
一
三
条
＝
海
外
公
共
団
体
等
に
お
け
る
国
家
代
表
の
任
命
、
第
六
〇
条
＝
憲
法
院
が
監
視
す
る
国
民
投
票
の
種
類
の
明
確
化
）、
⑮

二
〇
〇
五
年
三
月
一
日
改
正
（
第
六
〇
条
・
第
八
八-

一
条
・
第
八
八-

五
条
追
加
＝EU

憲
法
条
約
の
た
め
）、
⑯
二
〇
〇
五
年
三
月

一
日
改
正
（
前
文
・
第
三
四
条
＝
二
〇
〇
四
年
環
境
憲
章
に
伴
う
改
正
）、
⑰
二
〇
〇
七
年
二
月
二
三
日
改
正
（
第
七
七
条
＝
ニ
ュ
ー

カ
レ
ド
ニ
ア
の
有
権
者
の
定
義
規
定
）、
⑱
二
〇
〇
七
年
二
月
二
三
日
改
正
（
第
九
章
第
六
七
条
・
第
六
八
条
＝
大
統
領
の
免
責
及
び

罷
免
手
続
）、
⑲
二
〇
〇
七
年
二
月
二
三
日
改
正
（
第
六
六-

一
条
追
加
＝
死
刑
の
廃
止
）、
⑳
二
〇
〇
八
年
二
月
四
日
改
正
（
第
八
八

-

一
条
・
第
一
五
章
第
八
八-

一
条
な
い
し
第
八
八-

五
条
・
第
八
八-

六
条
及
び
第
八
八-

七
条
追
加
＝
リ
ス
ボ
ン
条
約
批
准
の
た
め
）、

㉑
二
〇
〇
八
年
七
月
二
三
日
改
正
（
改
正
条
項
が
多
す
ぎ
る
た
め
省
略
。
詳
し
く
は
、
曽
我
部
真
裕
「
二
〇
〇
八
年
七
月
の
憲
法
改
正
」

日
仏
法
学
二
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
八
一-

一
九
八
頁
）。

（
28
） 

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
日
改
正
（
第
六
条
＝
大
統
領
の
任
期
短
縮
）。

（
29
） 

憲
法
改
正
へ
の
大
統
領
に
よ
る
審
署
を
明
示
的
に
定
め
る
憲
法
上
及
び
法
律
上
の
規
定
は
存
在
し
な
い
が
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

憲
法
改
正
は
「
憲
法
改
正
法
律

4

4

」
の
形
式
を
取
る
の
で
、「
大
統
領
は
確
定
的
に
可
決
さ
れ
た
法
律
が
内
閣
に
送
付
さ
れ
た
後
一
五
日

以
内
に
法
律
を
審
署
す
る
」
と
定
め
る
憲
法
第
一
〇
条
第
一
項
に
従
っ
て
、
大
統
領
は
確
定
さ
れ
た
憲
法
改
正
法
律
に
審
署
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。M
ichel Lascom

be et X
avier Vandendriessche, supra note (25 ), p. 1462.

（
30
） 

今
後
、
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
両
議
院
で
同
一
の
文
言
で
の
可
決
が
な
さ
れ
た
場
合
、
国
民
投
票
に
付
さ
れ
る
が
、
こ
の
議
員

提
出
憲
法
改
正
法
律
案
を
国
民
投
票
に
付
す
決
定
も
、
憲
法
第
一
九
条
に
従
っ
て
、
首
相
又
は
場
合
に
よ
っ
て
所
管
大
臣
の
副
署
を
伴

っ
た
大
統
領
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
31
） 

こ
の
通
常
の
国
民
投
票
に
付
す
決
定
は
、
憲
法
第
一
九
条
に
従
っ
て
、
首
相
（
又
は
場
合
に
よ
っ
て
は
所
管
大
臣
）
の
副
署
を
伴
わ
な

4

4

4

4

4

4

い4

大
統
領
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

（
32
） 

当
初
の
大
統
領
選
挙
の
選
挙
人
団
は
、
①
元
老
院
議
員
及
び
国
民
議
会
議
員
、
②
県
議
会
議
員
、
③
市
町
村
議
会
議
員
又
は
市
町
村
議
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会
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
（
憲
法
旧
第
六
条
）。

（
33
） 

詳
し
く
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。L'Année politique, 1962, pp. 104-137.

（
34
） 
な
お
、
ピ
エ
ー
ル
・
シ
ュ
ド
ロ
ー
国
民
教
育
大
臣
は
こ
の
方
針
に
反
対
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
日
に
正
式
に
解
任
さ
れ
、
こ
の
日
の
閣

議
で
の
審
議
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。

（
35
） 

な
お
、
学
説
に
お
い
て
も
、
本
法
律
案
を
国
民
投
票
に
付
す
こ
と
に
つ
い
て
、
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
合
憲
論
と
し
て
、Pierre 

Lam
pué, « Le m

ode d ’élection du président de la république et la procédure de l ’article 11 », RD
P, 1962, pp. 931-935. 

違
憲
論
と
し

て
、G

eorges Berlia, « Le problèm
e de la constitutionnalité du référendum

 du 28 octobre 1962 », RD
P, 1962, pp. 936-946.

（
36
） 

こ
の
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。L'Année politique, 1969, pp. 13-35.

第
二
章　

執
行
府
の
憲
法
改
正
法
律
案
提
出
手
続
に
お
け
る
諸
問
題

　

第
二
章
で
は
、
執
行
府
の
憲
法
改
正
法
律
案
提
出
手
続
に
お
け
る
諸
問
題
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出

権
者
の
問
題
と
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
及
び
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
の
提
出
手
続

に
は
ど
の
よ
う
な
規
律
が
課
せ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。

第
一
節　

執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権

  

第
一
款　

執
行
府
の
法
律
案
提
出
権
者

　

す
で
に
見
た
と
お
り
、
一
九
五
八
年
憲
法
は
、
そ
の
第
三
九
条
第
一
項
で
「
法
律
案
提
出
権
は
、
首
相
と
国
会
議
員
に
競
合
し
て
属
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す
る
」
と
規
定
し
、
執
行
府
に
お
け
る
法
律
案
提
出
権
を
首
相
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
法
律
案
は
も
ち
ろ
ん
、
憲
法

附
属
法
律
案
、
予
算
法
律
（loi de fi naces

）
37
（

）
案
、
社
会
保
障
財
政
法
律
（loi de fi nancem

ent de la sécurite socialé

）
38
（

）
案
、
そ
の
他

憲
法
改
正
法
律
案
を
除
く
す
べ
て
の
法
律
案
つ
い
て
の
執
行
府
内
の
提
出
権
者
は
首
相
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
国
会
の
両

議
院
で
審
議
・
議
決
さ
れ
て
制
定
さ
れ
る
議
会
法
律
（loi parlem

entaire

）
案
の
他
に
、
憲
法
第
一
一
条
で
定
め
る
国
会
の
両
議
院
で

の
審
議
・
議
決
な
く
国
民
投
票
の
承
認
に
よ
っ
て
成
立
す
る
政
府
提
出
の
国
民
投
票
法
律
案
に
つ
い
て
も
、
そ
の
提
出
権
者
は
首
相
で

あ
る
。
し
か
し
、
続
く
第
三
九
条
第
二
項
第
一
文
は
、
「
政
府
提
出
法
律
案
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意
見
を
聴
い
た
後
に
、
閣
議

で
審
議
決
定
さ
れ
、
両
議
院
の
い
ず
れ
か
の
理
事
部
に
提
出
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
、
政
府
の
法
律
案
提
出
手
続
を
定
め
て
い
る
一
方

で
、
憲
法
第
九
条
は
、
「
大
統
領
は
、
閣
議
を
主
宰
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
大
統
領
は
政
府
提
出
法
律
案
に
つ
い
て
の
閣
議
で
の

審
議
決
定
に
関
与
す
る
。

　

閣
議
で
の
審
議
決
定
の
後
、
政
府
提
出
の
議
会
法
律
案

4

4

4

4

4

は
、
慣
行
上
、
一
人
又
は
複
数
の
大
臣
の
副
署
を
伴
っ
た
首
相
に
署
名
さ
れ

た
デ
ク
レ
の
形
式
で
、
両
議
院
の
い
ず
れ
か
の
理
事
部
に
提
出
さ
れ
る

）
39
（

。
す
な
わ
ち
、
提
出
デ
ク
レ
は
、
閣
議
で
の
審
議
決
定
を
経
て

い
る
が
、
大
統
領
の
署
名
は
不
要
な
の
で
あ
る

）
40
（

。
他
方
、
閣
議
で
の
審
議
決
定
の
後
、
政
府
提
出
の
国
民
投
票
法
律
案

4

4

4

4

4

4

4

も
首
相
に
よ
っ

て
署
名
さ
れ
た
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
提
出
す
る
が
、
そ
の
提
出
先
は
大
統
領
で
あ
る

）
41
（

。
と
り
わ
け
前
者
の
政
府
提
出
法
律
案
の
提
出
デ
ク

レ
に
首
相

4

4

が
署
名
す
る
慣
行
は
学
説
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
き
た

）
42
（

の
で
あ
っ
て
、
憲
法
院
も
一
九
八
四
年
九
月
一
二
日

D
C
判
決
第

一
七
九
号
に
お
い
て
こ
の
慣
行
を
支
持
す
る
立
場
を
採
っ
た

）
43
（

。
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
、
政
府
提
出
法
律
案
に
つ
い
て
の
審
議
決
定
を

行
う
閣
議
に
首
相
が
欠
席
し
た
が
、
そ
の
後
閣
議
で
審
議
決
定
さ
れ
た
政
府
提
出
法
律
案
の
提
出
デ
ク
レ
に
首
相
が
署
名
し
た
こ
と
の

憲
法
適
合
性
が
争
わ
れ
た
。
し
か
し
、
憲
法
院
は
、
首
相
が
閣
議
で
審
議
決
定
さ
れ
た
政
府
提
出
法
律
案
を
提
出
す
る
デ
ク
レ
に
自
身
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五
〇

91

で
署
名
し
た
こ
と
を
認
め
て
、
そ
の
よ
う
な
手
続
を
合
憲
と
し
た
の
で
あ
る

）
44
（

。
す
な
わ
ち
、
憲
法
院
は
、
執
行
府
の
法
律
案
提
出
権
が

首
相
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
統
領
が
閣
議
を
主
宰
す
る
と
し
て
も
、
政
府
提
出
法
律
案

に
つ
い
て
の
閣
議
で
の
審
議
決
定
に
お
い
て
、
大
統
領
は
助
言
者
の
役
割
し
か
有
し
て
お
ら
ず
、
拒
否
権
者
の
役
割
や
、
ま
し
て
や
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
を
有
し
て
い
な
い

）
45
（

。

  

第
二
款　

執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
者

　

他
方
で
、
一
九
五
八
年
憲
法
は
、
第
八
九
条
第
一
項
で
、
「
憲
法
改
正
案
提
出
権
は
、
首
相
の
提
案
に
基
づ
き
大
統
領
に
、
及
び
、

国
会
議
員
に
、
競
合
し
て
属
す
る
」
と
規
定
し
、
執
行
府
に
お
け
る
憲
法
改
正
案
提
出
権
を
首
相
の
提
案
に
基
づ
く
大
統
領

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
帰
属
さ

せ
て
い
る
。
し
か
し
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
案
の
提
出
手
続
に
つ
い
て
は
何
ら
の
規
定
も
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
節
で
は
、
政
府
提
出

憲
法
改
正
案
も
実
務
上
、
政
府
提
出
法
律
案
と
同
様
の
提
出
手
続
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
が
、
こ
こ
で
は
、
首
相
の
提
案
に
基

づ
く
大
統
領
が
憲
法
改
正
案
提
出
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
案
は
、
実
務
上
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案

4

4

4

と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。

政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
の
後
、
両
議
院
の
い
ず
れ
か
の
理
事
部
に

提
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
提
出
は
、
憲
法
第
一
九
条
に
従
い
、
閣
議
で
の
審
議
決
定
を
経
た
首
相
又
は
場
合
に
よ
っ
て
は
所
管
大
臣
の
副

署
を
伴
っ
た
大
統
領
デ
ク
レ
の
形
式
で
行
わ
れ
る

）
46
（

。
こ
れ
は
、
法
律
案
提
出
権
が
首
相
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
政
府
提
出
法
律

案
の
提
出
が
首
相
デ
ク
レ
の
形
式
で
行
わ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
憲
法
改
正
案
提
出
権
が
首
相
の
提
案
に
基
づ
く
大
統
領

4

4

4

に
帰
属
し

て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
大
統
領
デ
ク
レ
に
は
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
提
出
さ
れ
る
議
院
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と
そ
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
を
擁
護
す
る

）
47
（

責
任
を
負
う
大
臣
（
必
ず
し
も
首
相
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
通
常
、
首
相
又
は
よ

り
一
般
的
に
は
司
法
大
臣

）
48
（

）
が
記
載
さ
れ
る

）
49
（

。

　

次
に
、
憲
法
改
正
案
提
出
権
が
首
相
の
提
案
に
基
づ
く
大
統
領

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
首
相
の
提
案
が
な
け
れ
ば
、
大
統
領

は
憲
法
改
正
法
律
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

）
50
（

。
し
か
し
、
大
統
領
が
内
閣
の
依
拠
す
る
議
会
多
数
派
に
属
し
て
い
る
通
常
の
場

合
は
、
首
相
の
提
案
は
形
式
的
な
提
案
に
と
ど
ま
り
、
真
の
憲
法
改
正
提
案
権
者
は
大
統
領
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
首
相
は
、
最
高
行

政
官
た
る
大
統
領
の
意
思
の
執
行
者
に
す
ぎ
な
い

）
51
（

。

  

第
三
款　

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
お
け
る
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権

　

で
は
、
大
統
領
の
所
属
す
る
会
派
が
内
閣
の
依
拠
す
る
議
会
多
数
派
で
は
な
く
議
会
少
数
派
で
あ
る
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
と
き
は
、

執
行
府
に
お
け
る
憲
法
改
正
案
提
出
権
は
ど
の
よ
う
に
変
容
す
る
の
か
。

　

こ
の
点
、
執
行
府
に
お
け
る
法
律
案
提
出
権

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
通
常
の
場
合
で
す
ら
憲
法
上
首
相
に
強
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
認
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
と
き
も
法
的
に
も
政
治
的
に
も
首
相
に
強
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

一
方
で
、
執
行
府
に
お
け
る
憲
法
改
正
案
提
出
権

4

4

4

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
は
、
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
と
き
は
、
憲
法
改
正
案
提
出
権
者
で
あ
る
大

統
領
の
立
場
は
、
法
的
に
は
変
化
し
な
い
が
、
政
治
的
に
は
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
議
会
多
数
派
に
所
属
す
る
「
提
案
す
る
」
首
相

の
同
意
な
く
し
て
、
大
統
領
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
は
行
使
さ
れ
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
的
に
は
、
憲
法
改
正
案
提
出
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
は
首
相
に
移
行
す
る
。
し
か
し
、
法
的
に
は
、
憲
法
改
正
案
提
出
権
者
で
あ
る
大
統
領
は
、
首
相
の
あ
ら
ゆ
る
憲
法
改
正

提
案
を
妨
害
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
52
（

。
実
際
、
第
三
次
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
際
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
大
統
領
は
、
リ
オ
ネ
ル
・
ジ
ョ
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ス
パ
ン
首
相
が
提
案
し
た
憲
法
改
正
法
律
案

）
53
（

を
議
会
に
付
託
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
統
領
が
首
相
の
提
案
を
拒
否
し
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
お
い
て
も
、
大
統
領
が
真
の
憲
法
改
正
提
案
権
者
で
あ
る
。

第
二
節　

政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続

  

第
一
款　

憲
法
典
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
提
出
手
続

　

憲
法
改
正
手
続
を
定
め
る
憲
法
第
八
九
条
は
、
国
会
で
の
憲
法
改
正
案
の
審
議
・
議
決
手
続
と
同
様
に
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
案
の

提
出
手
続
に
つ
い
て
も
何
ら
定
め
を
置
い
て
い
な
い
。
繰
り
返
し
見
て
き
た
よ
う
に
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
案
は
、
政
府
提
出
憲
法
改

正
法
律
案
と
し
て
実
務
上
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
も
、
憲
法
第
三
九
条
第
二
項
第
一
文
の
定
め
る
政
府
提

出
法
律
案
提
出
手
続
と
同
じ
提
出
手
続
に
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意

見
を
聞
い
た
後
に
、
閣
議
で
審
議
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
は
、
①
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮

問
手
続
と
、
②
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
は
、
実
務
上
、
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
き

た
）
54
（

が
、
こ
の
点
に
つ
き
、
学
説
上
の
争
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
が
当
然
に
は
義
務
付
け
ら
れ
な
い
と

す
る
見
解

）
55
（

と
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
す
る
見
解

）
56
（

と
が
対
立
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
者
の
見
解
に
立

脚
し
た
場
合
で
も
、
政
府
は
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
つ
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
任
意
に
諮
問
で
き
る

）
57
（

。

　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
る
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
審
査
は
、
そ
れ
が
権
力
の
均
衡
を
破
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
憲
法
典
の
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一
貫
性
を
破
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

）
58
（

。
し
か
し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
意
見
は
諮
問
的
価
値
し
か
有
し
な
い

）
59
（

た

め
、
政
府
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
意
見
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
と
は
言
え
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
の
後
、
政
府
は
閣
議
に
お

い
て
政
府
提
出
法
律
案
を
自
由
に
修
正
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は
、
閣
議
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
原
案
と
も
コ

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
意
見
と
も
異
な
る
修
正
を
政
府
提
出
法
律
案
に
加
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
場
合
に
は
新
た
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ

タ
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
院
判
例

）
60
（

に
よ
れ
ば
、
問
題
の
性
質
を
修
正
し
な
い
程
度
で
あ
れ
ば
、
政

府
は
閣
議
に
お
い
て
政
府
提
出
法
律
案
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
通
常
の
政
府
提
出
法
律
案
に
適
用
さ
れ
る
準
則
が
、
政
府

提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
も
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
が
「
政
府
提
出
法
律
案
」
で

あ
る
以
上
、
こ
の
準
則
は
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
も
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
閣
議
で
の
審
議
決
定
も
、
実
務
上
、
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
政
府

提
出
法
律
案
に
つ
い
て
の
閣
議
で
の
審
議
決
定
に
は
、
憲
法
院
判
例

）
61
（

に
よ
れ
ば
、
大
統
領
に
よ
る
閣
議
の
主
宰
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
の

準
則
は
、
当
然
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

  

第
二
款　

二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
提
出
手
続

　

政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
通
常
の
政
府
提
出
法
律
案
と
同
様
に
、
憲
法
附
属
法
律
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た
提
出
手
続
に
服
す

る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
八
年
憲
法
第
三
九
条
第
三
項
は
「
政
府
提
出
法
律
案
は
、
憲
法
附
属
法
律
が
定
め
る
要
件
に
し
た
が
っ
て
、

国
民
議
会
又
は
元
老
院
に
提
出
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ

た
「
憲
法
第
三
四-

一
条
、
第
三
九
条
及
び
第
四
四
条
の
適
用
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
第
四
〇
三
号
」
（
以
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下
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
と
表
記
）
の
定
め
る
提
出
手
続
に
服
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
第
七
条
は
、
政
府
提
出
法
律
案
に
理
由
書
（exposé des m

otifs

）
の
添
付
を
義

務
付
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
も
理
由
書
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

　

次
に
、
本
憲
法
附
属
法
律
第
八
条
第
一
項
は
、
政
府
提
出
法
律
案
に
影
響
評
価
（étude d ’im

pact

）
の
添
付
を
義
務
付
け
て
い
る
。

こ
の
影
響
評
価
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
の
際
か
ら
政
府
提
出
法
律
案
に
添
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
62
（

。
さ
ら
に
、
こ
の

影
響
評
価
は
、
同
条
第
二
項
な
い
し
第
一
一
項
で
定
め
る
事
項
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
憲
法
附
属
法
律
第

一
一
条
第
一
項
は
、
第
八
条
の
規
定
は
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府

提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
は
、
影
響
評
価
の
添
付
は
義
務
付
け
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
上
の
提
出
手
続
と
し
て
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
は
理
由
書
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

第
三
節　

憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
の
提
出
手
続

  

第
一
款　

憲
法
典
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
提
出
手
続

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
い
て
、
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
に
よ
る
憲
法
改
正
が
二
度
試
み
ら
れ
、
一
度
目

は
実
現
し
た
の
に
対
し
、
二
度
目
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出

国
民
投
票
法
律
案
に
は
い
か
な
る
憲
法
典
上
の
提
出
手
続
が
課
せ
ら
れ
る
の
か
。

　

こ
の
よ
う
な
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
も
、
実
務
上
、
憲
法
第
三
九
条
第
二
項
第
一
文
の
定
め
る
政
府
提
出
法
律
案
提
出
手
続
と
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同
じ
提
出
手
続
に
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
に
も
、
①
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続

）
63
（

と
、
②

閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
る
審
査
に
関
し
て
、
上
記
の
憲
法
第
一
一
条

に
基
づ
く
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
二
つ
の
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
に
対
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
手
続
面
及
び
内
容
面
に

お
い
て
否
定
的
な
意
見
を
示
し
て
い
る

）
64
（

。

  

第
二
款　

二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
提
出
手
続

　

憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
は
、
国
会
に
提
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

そ
も
そ
も
憲
法
第
三
九
条
第
三
項
の
適
用
を
受
け
ず
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
上
の
提
出
手
続
が
課
せ
ら
れ
な
い
と

思
わ
れ
る

）
65
（

。

第
四
節　

小
括

　

第
二
章
で
は
、
①
執
行
府
に
お
け
る
法
律
案
提
出
権
者
は
首
相
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
執
行
府
に
お
け
る
憲
法
改
正
案
提
出
権
者
は
首

相
の
提
案
に
基
づ
く
大
統
領
で
あ
る
た
め
に
、
大
統
領
が
真
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
状
況
に

お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
（
第
一
節
）、
②
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
通
常
の
政
府
提
出
法
律
案
と
同
様
に
憲
法
典
上
の
提
出

手
続
準
則
で
あ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
に
付
さ
れ
る
が
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲

法
附
属
法
律
上
の
提
出
手
続
準
則
に
つ
い
て
は
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
通
常
の
政
府
提
出
法
律
案
と
は
異
な
り
理
由
書
の
添

付
だ
け
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
（
第
二
節
）、
③
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
に
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つ
い
て
は
、
憲
法
典
上
の
提
出
手
続
準
則
で
あ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
に
付
さ
れ
る
が
、

二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
上
の
提
出
手
続
準
則
に
は
付
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
（
第
三
節
）
を
明
ら
か
に
し
た
。

注（
37
） 

憲
法
第
四
七
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
特
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
法
律
で
あ
る
。
予
算
法
律
案
は
、
国
民
議
会
の
理
事
部
に
先
に
提
出
さ
れ

る
（
憲
法
第
三
九
条
第
二
項
第
二
文
）。

（
38
） 

憲
法
第
四
七-

一
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
特
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
法
律
で
あ
る
。
社
会
保
障
財
政
法
律
案
は
、
国
民
議
会
の
理
事
部
に

先
に
提
出
さ
れ
る
（
憲
法
第
三
九
条
第
二
項
第
二
文
）。
社
会
保
障
財
政
法
律
は
、
一
九
九
六
年
二
月
二
二
日
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
新

た
に
設
け
ら
れ
た
。
詳
し
く
は
、以
下
を
参
照
。
大
石
眞
「
財
政
条
項
と
予
算
制
度
」『
憲
法
秩
序
へ
の
展
望
』（
有
斐
閣
、二
〇
〇
八
年
）

三
七
八-

三
八
〇
頁
。

（
39
） 

Jacques Fournier, Le travail gouvernem
ental, Presses de la Fondation nationale des sciences politiques et D

alloz, 1987, p. 60. 

な

お
、
こ
の
慣
行
は
第
四
共
和
制
以
来
行
わ
れ
て
き
た
。

（
40
） 

こ
れ
は
、「
大
統
領
は
、
閣
議
で
審
議
決
定
さ
れ
た
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
及
び
デ
ク
レ
に
署
名
す
る
」
と
定
め
る
憲
法
第
一
三
条
第
一
項
の

例
外
で
あ
る
。Jean M

assot, La Présidence de la République en France : Vingt ans d ’élection au suffrage universal 1965-1985, 

La docum
entation française, 1986, pp. 172-173.

（
41
） 

前
掲
注
（
31
）
に
お
い
て
す
で
に
見
た
と
お
り
、
そ
の
政
府
提
出
の
国
民
投
票
法
律
案
を
（
通
常
の
）
国
民
投
票
に
付
す
る
決
定
は
、

憲
法
第
一
九
条
に
従
い
、
首
相
（
又
は
場
合
に
よ
っ
て
は
所
管
大
臣
）
の
副
署
を
伴
わ
な
い

4

4

4

4

4

4

4

大
統
領
デ
ク
レ
の
形
式
で
行
わ
れ
る
。

（
42
） 

拙
著
・
前
掲
注
（
12
）
一
一
〇-

一
一
三
頁
を
参
照
。

（
43
） 

C.C., D
écision n

o 84-179 D
C du 12 septem

bre 1984,  Loi relative à la lim
ite d'âge dans la fonction publique et le secteur public, 

Rec., p. 73, Cons. 3.



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
及
び
憲
法
改
正
案
修
正
権
（
奥
村
）

五
七

84

（
44
） 

本
判
決
の
内
容
及
び
こ
れ
に
対
す
る
学
説
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
12
）
一
一
三-

一
一
五
頁
を
参
照
。

（
45
） 

Jean M
assot, supra note (40 ), p. 173.

（
46
） 

Thierry S. Renoux et M
ichel de Villiers (dir. ), Code constitutionnel, 5

e éd., LexisN
exis, 2012, p. 952.

（
47
） 
「
擁
護
す
る
」
と
は
、
国
会
で
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
案
理
由
を
説
明
し
、
そ
の
審
議
を
支
え
る
こ
と
を
指
す
。Pierre 

Avril, Jean G
icquel et Jean-Éric G

icquel, supra note (24 ), p. 295.

（
48
） 

Pierre Avril, Jean G
icquel et Jean-Éric G

icquel, supra note (24 ), p. 295.

（
49
） 

Thierry S. Renoux et M
ichel de Villiers (dir. ), supra note (46 ), p. 952.

（
50
） 

Jean M
assot, Chef de l ’Etat et chef du G

ouvernem
ent : D

yarchie et hierarchie, La docum
entation française, 1993, p. 115.

（
51
） 

Pascal Jan, supra note (23 ), pp. 1995-1996.

（
52
） 

Pascal Jan, supra note (23 ), p. 1996 ; M
ichel Lascom

be et X
avier Vandendriessche, supra note (25 ), p. 1460.

（
53
） 

憲
法
第
五
四
条
に
基
づ
く
憲
法
院
へ
の
付
託
に
よ
る
一
九
九
九
年
六
月
一
五
日

D
C
判
決
第
四
一
二
号
（C.C., D

écision n
o 99-412 

D
C du 15 juin 1999, Charte européenne des langues régionales ou m

inoritaires, Rec., p. 71

）
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
方
言
語
・

少
数
言
語
憲
章
の
部
分
的
違
憲
宣
言
後
の
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
首
相
の
提
案
に
よ
る
、
政
治
活
動
に
お
け
る
地
方
言
語
・
少
数
言
語
話
者
の

会
派
へ
の
特
別
の
権
利
を
認
め
る
憲
法
改
正
法
律
案
。

（
54
） 

Séverine Leroyer, L ’apport du Conseil d ’État au droit constitutionnel de la V
e République, D

alloz, 2011, p.592.

（
55
） 

例
え
ば
、René Chapus, D

roit adm
inistratif général, t.1, 15

e éd., LG
D

J-M
ontchrestien, 2001, p. 456.

（
56
） 

例
え
ば
、G

uy Braibant et Bernard Stirn, Le droit adm
inistratif français, 7

e éd., D
A

LLO
Z, 2005, p. 556.

（
57
） 

行
政
裁
判
法
典
L
第
一
一
二-

一
条
第
三
項
が
、「
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
デ
ク
レ
案
に
つ
い
て
、
及
び
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の

関
与
が
憲
法
、
法
律
若
し
く
は
命
令
の
規
定
に
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
る
又
は
政
府
に
よ
り
付
託
さ
れ
る
そ
の
他
の
す
べ
て
の
法
文
案
に

つ
い
て
、
意
見
を
答
申
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
58
） 

井
上
武
史
「
憲
法
院
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
―
―
フ
ラ
ン
ス
の
二
つ
の
憲
法
解
釈
機
関
」
法
律
時
報
八
六
巻
八
号
（
二
〇
一
四
年
）



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
及
び
憲
法
改
正
案
修
正
権
（
奥
村
）

五
八

83

三
五
頁
を
参
照
。

（
59
） 

拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
解
釈
機
関
と
し
て
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
行
政
部
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
七
八
三
号
（
二
〇
一
六
年
）

九
六
頁
及
び
一
〇
二-

一
〇
六
頁
を
参
照
。

（
60
） 

C
.C

., D
écision n

o 2003
-468 D

C
 du 3 avril 2003, Loi relative à l'élection des conseillers régionaux et des représentants au 

Parlem
ent européen ainsi qu'à l'aide publique aux partis politiques, Rec., p. 325.

（
61
） 

C.C., D
écision n

o 84-179 D
C du 12 septem

bre 1984, supra note (43 ).

（
62
） 

詳
し
く
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。Bertrand-Léo Com

brade, « L ’infl uence des études d ’im
pact sur la rédaction des avis du 

Conseil d ’État en m
atière de projets de loi », in Bertrand M

athieu et M
ichel Verpeaux (dir. ), L ’exam

en de la constitutionnalité de 

la loi par le Conseil d ’État, D
alloz, 2011, pp. 107-118.

（
63
） 

Yves G
audem

et, « Le Conseil constitutionnel et le Conseil d'État dans le processus législatif », in Robert Badinter et M
arceau 

Long (dir. ), C
onseil constitutionnel et C

onseil d'État : colloque des 21 et 22 janvier 1988 au Sénat, Salle M
edicis, Palais du 

Luxem
bourg, LG

D
J, 1988, p. 87.

（
64
） 

拙
稿
・
前
掲
注
（
59
）
一
〇
二-

一
〇
四
頁
を
参
照
。

（
65
） 

し
か
し
、
上
記
の
二
度
の
試
み
以
降
、
そ
の
よ
う
な
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
憲
法
附
属
法
律
上
の

提
出
手
続
は
課
せ
ら
れ
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
。

第
三
章　

憲
法
改
正
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
お
け
る
諸
問
題

　

第
三
章
で
は
、
憲
法
改
正
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
お
け
る
諸
問
題
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
執
行
府
の
憲
法
改
正

案
修
正
権
者
の
問
題
と
、
憲
法
改
正
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
は
ど
の
よ
う
な
規
律
が
課
せ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
及
び
憲
法
改
正
案
修
正
権
（
奥
村
）

五
九

82

検
討
す
る
。

第
一
節　

執
行
府
の
憲
法
改
正
法
律
案
修
正
権

  

第
一
款　

執
行
府
の
法
律
案
修
正
権
者

　

一
九
五
八
年
憲
法
第
四
四
条
第
一
項
第
一
文
は
、
「
国
会
議
員
と
内
閣
は
修
正
権

）
66
（

を
も
つ
」
と
規
定
し
、
執
行
府
に
お
け
る
法
律
案

修
正
権
を
内
閣

4

4

に
帰
属
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
執
行
府
に
お
い
て
法
律
案
修
正
権
を
有
す
る
の
は
、
首
相
で
は
な
く

4

4

4

4

4

4

、
内
閣
で
あ

4

4

4

4

る4

。
す
で
に
見
た
と
お
り
、
政
府
提
出
法
律
案
は
、
国
会
で
の
審
議
に
責
任
を
負
う
一
人
又
は
複
数
の
大
臣
の
副
署
を
伴
っ
た
首
相
デ

ク
レ
の
形
式
で
議
院
の
理
事
部
に
提
出
さ
れ
る
が
、
内
閣
修
正
案
に
つ
い
て
は
、
内
閣
が
そ
の
提
出
権
を
有
し
て
い
る
の
で
、
内
閣
修

正
案
は
首
相
デ
ク
レ
の
形
式
を
と
ら
ず
、
慣
行
上
、
内
閣
の
名
で
提
出
さ
れ
て
い
る

）
67
（

。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
内
閣
構
成
員
が
内
閣

修
正
案
を
提
出
で
き
る

）
68
（

が
、
た
だ
し
、
こ
の
修
正
権
は
属
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
内
閣
構
成
員
と
し
て
国
会
に
出
席
し
て
い
る
各
大
臣

に
帰
属
す
る

）
69
（

。
そ
し
て
、
内
閣
修
正
案
は
、
政
府
提
出
法
律
案
の
み
な
ら
ず
、
議
員
提
出
法
律
案
に
つ
い
て
も
そ
の
修
正
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
で
き
る

）
70
（

。

　

一
方
、
内
閣
修
正
案
と
似
て
非
な
る
も
の
と
し
て
、
「
修
正
文
書
（lettre rectifi cative

）
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
閣
に
修
正
権
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
第
四
共
和
制
で
生
み
出
さ
れ
た
慣
行
で
あ
り

）
71
（

、
政
府
提
出
法
律
案
の
議
院
理
事
部
へ
の
提
出
後
、
か
つ
、
そ
の
審

議
開
始
前
に
、
政
府
提
出
法
律
案
を
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
慣
行
は
、
憲
法
第
四
四
条
第
一
項
が
内
閣
に
修
正
権
を
認
め
て
い

る
第
五
共
和
制
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
「
修
正
文
書
」
は
、
首
相
の
署
名
の
み
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
国
会
で
の
審
議
に
責
任
を
負

う
大
臣
の
副
署
を
伴
わ
な
い
。
憲
法
院
判
例

）
72
（

に
よ
れ
ば
、
「
首
相
に
よ
り
署
名
さ
れ
た
修
正
文
書
は
、
憲
法
第
四
四
条
第
一
項
の
根
拠



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
及
び
憲
法
改
正
案
修
正
権
（
奥
村
）

六
〇

81

に
基
づ
い
て
内
閣
が
政
府
提
出
法
律
案
に
も
た
ら
す
修
正
案
で
は
な
く
、
首
相
が
憲
法
第
三
九
条
第
一
項
に
よ
っ
て
行
使
す
る
法
律
案

提
出
権
の
利
用
で
あ
る
」
、
「
修
正
文
書
が
副
署
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
修
正
文
書
自
体
が
、
憲
法
第
三
九
条
第
一
項
に

照
ら
し
て
、
法
的
な
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
伴
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
修
正
文
書
の
適
法
性
を
害
し
な
い
」
。

す
な
わ
ち
、
「
修
正
文
書
」
は
、
内
閣
の
修
正
権
の
行
使
で
は
な
く
、
首
相
の
法
律
案
提
出
権
の
行
使
で
あ
る
が
、
政
府
提
出
法
律
案

提
出
の
首
相
デ
ク
レ
に
必
要
と
さ
れ
る
所
管
大
臣
の
副
署
は
必
要
な
い
の
で
あ
る
。

  

第
二
款　

執
行
府
の
憲
法
改
正
法
律
案
修
正
権
者

　

他
方
で
、
繰
り
返
し
見
て
き
た
よ
う
に
、
憲
法
第
八
九
条
に
基
づ
く
政
府
提
出
憲
法
改
正
案
は
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律

4

4

案
と
し

て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
改
正
案
に
対
す
る
修
正
権
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
八
九
条
や
そ
の
他
の
憲
法
典
上
の
条
項
に
お
い
て
、
特

別
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
改
正
法
律

4

4

案
に
対
す
る
修
正
権
も
、
憲
法
第
四
四
条
第
一
項
第
一
文
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
る

）
73
（

。
つ
ま
り
、
執
行
府
に
お
け
る
憲
法
改
正
法
律
案
修
正
権
も
、
内
閣

4

4

に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
統
領
は
憲
法
改
正

法
律
案
修
正
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

）
74
（

。
実
際
、
憲
法
改
正
が
実
現
し
た
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
提
出
さ
れ

て
き
た
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
し
て
、
内
閣
修
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
議
員

4

4

提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
し
て
内
閣
修

正
案
を
提
出
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
国
民
議
会
で
二
度
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

）
75
（

が
、
議
員
提
出
憲
法
改
正
法
律
案

に
対
し
て
も
内
閣
修
正
案
を
提
出
で
き
る
と
す
る
学
説
が
あ
る

）
76
（

。

　

最
近
の
も
の
に
つ
い
て
見
る
と
、
例
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
七
月
二
三
日
憲
法
改
正
の
も
と
と
な
っ
た
、
二
〇
〇
八
年
四
月
二
五
日
に

国
民
議
会
理
事
部
に
提
出
さ
れ
た
「
第
五
共
和
制
の
諸
制
度
の
現
代
化
の
た
め
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
第
八
二
〇
号
」）

77
（

に
対
し



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
及
び
憲
法
改
正
案
修
正
権
（
奥
村
）

六
一

80

て
は
、
①
国
民
議
会
で
の
第
一
読
会
本
会
議
に
お
い
て
は
、
五
月
二
七
日
に
「
内
閣
修
正
案
第
六
一
〇
号
」）

78
（

が
提
出
さ
れ

）
79
（

、
採
択
さ
れ
て
、

②
元
老
院
で
の
第
一
読
会
本
会
議
に
お
い
て
は
、
六
月
二
四
日
に
「
内
閣
再
修
正
案
第
五
〇
六
の
二
号
」）

80
（

が
提
出
さ
れ

）
81
（

、
採
択
さ
れ
た
。

③
国
民
議
会
で
の
第
二
読
会
本
会
議
に
お
い
て
は
、
七
月
七
日
に
「
内
閣
修
正
案
第
二
三
七
号
」）

82
（

、
「
内
閣
修
正
案
第
二
三
八
号
」）

83
（

及

び
「
内
閣
修
正
案
第
三
〇
六
号
」

）
84
（

が
提
出
さ
れ

）
85
（

、
三
件
と
も
採
択
さ
れ
た
が
、
④
元
老
院
で
の
第
二
読
会
本
会
議
に
お
い
て
は
、
内
閣

修
正
案
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た

）
86
（

。
な
お
、
両
院
合
同
会
議
で
は
、
憲
法
改
正
法
律
案
の
可
否
を
決
す
る
の
み
で
あ
り
、
修
正
案
を
提
出

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

）
87
（

の
で
、
こ
の
憲
法
改
正
手
続
に
お
け
る
両
院
合
同
会
議
で
は
、
当
然
、
内
閣
修
正
案
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
廃
案
と
は
な
っ
た
が
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
三
日
の
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
を
受
け
て
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
三
日
に
国

民
議
会
理
事
部
に
提
出
さ
れ
た
「
国
民
の
保
護
の
た
め
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
第
三
三
八
一
号
」）

88
（

に
対
し
て
は
、
①
国
民
議
会

で
の
第
一
読
会
本
会
議
に
お
い
て
、
第
一
審
議
で
は
、
二
〇
一
六
年
一
月
二
九
日
に
「
内
閣
修
正
案
第
六
三
号
」

）
89
（

が
提
出
さ
れ
、
か
つ

採
択
さ
れ
、
二
月
八
日
に
「
内
閣
修
正
案
第
二
七
六
号
」）

90
（

が
提
出
さ
れ
た
が
、
撤
回
さ
れ

）
91
（

、
ま
た
、
第
二
審
議
で
は
、
二
月
九
日
に
「
内

閣
修
正
案
第
一
号
」）

92
（

及
び
「
内
閣
修
正
案
第
二
号
」）

93
（

が
提
出
さ
れ

）
94
（

、
か
つ
採
択
さ
れ
た
。
一
方
、
②
元
老
院
で
の
第
一
読
会
に
お
い
て
は
、

内
閣
修
正
案
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た

）
95
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
は
、
内
閣
の
名
で
、
実
務
上
実
際
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節　

憲
法
改
正
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続

  

第
一
款　

法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続

　

ま
ず
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
政
府
提
出
法
律
案
提
出
手
続
は
憲
法
第
三
九
条
第
二
項
第
一
文
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
の
に
対
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し
、
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
は
憲
法
典
上
何
ら
規
律
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
お

い
て
、
第
三
九
条
第
二
項
第
一
文
の
定
め
る
政
府
提
出
法
律
案
提
出
手
続
、
す
な
わ
ち
、
①
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続
及
び

②
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
が
課
せ
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　

こ
の
点
、
第
五
共
和
制
の
当
初
か
ら
、
慣
行
上
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
は
内
閣
修
正
案
に
は
義

務
付
け
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
閣
修
正
案
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
に
政
府
提
出
法
律
案
の
提
出
に
課
せ
ら
れ

る
手
続
を
「
省
略
す
る
（court-circuiter

）
」
こ
と
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
年
次
報
告
書
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
た

）
96
（

。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
憲
法
院
は
、
一
九
九
四
年
一
月
一
三
日

D
C
判
決
第
三
二
九
号

）
97
（

に
お
い
て
、
内
閣
修
正
案
の
提
出
手
続
に

関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
以
上
の
手
続
〔
引
用
者
注
：
「
関
連
性
準
則
」
及
び
「
内
在
す
る
限
界
」

）
98
（

〕
を
尊
重
す
る
限
り

に
お
い
て
、
内
閣
の
立
法
提
案
権
（l'initiative législative

）
は
、
そ
の
選
択
に
よ
り
、
政
府
提
出
法
律
案
の
提
出
又
は
議
院
に
よ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

審
議
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
へ
の
修
正
案
の
提
出

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
形
式
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
「
し
た
が
っ
て
、
憲
法
三
九
条
二
項
の
規
定
は
、

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意
見
と
閣
議
で
の
審
議
決
定
を
、
政
府
提
出
法
律
案
に
つ
い
て
し
か
課
し
て
お
ら
ず
、
修
正
案
に
つ
い
て
は
課

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
て
い
な
い
の
で
、
内
閣
修
正
案
の
方
法
に
よ
っ
て
の
規
定
の
導
入
は
、
憲
法
三
九
条
二
項
の
規
定
に
は
違
反
し
て
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
〔C

ons. 

1
1

〕
（
傍
点
：
引
用
者
）
。

　

本
判
決
の
特
徴
は
、
内
閣
は
、
国
会
で
審
議
中
の
テ
キ
ス
ト
を
修
正
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
及
び
閣

議
で
の
審
議
決
定
を
義
務
付
け
ら
れ
る
政
府
提
出
法
律
案
を
別
に
提
出
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
修
正
案
の
内
容
に
関
す
る
準
則
の
尊
重

の
下
で
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
が
義
務
付
け
ら
れ
な
い
内
閣
修
正
案
を
提
出
す
る
か
、
自
由
に
選

択
で
き
る
と
し
た
こ
と
で
あ
る

）
99
（

。
本
判
決
に
お
い
て
初
め
て
、
憲
法
院
は
、
内
閣
修
正
案
の
提
出
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
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の
諮
問
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
は
義
務
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
点
、
内
閣
修
正
案
の
提
出
に
つ
い
て
の
閣
議
で

の
審
議
決
定
が
義
務
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
大
統
領
は
内
閣
修
正
案
に
つ
い
て
全
く
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い

う
帰
結
が
導
か
れ
る

）
100
（

。

　

ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
ラ
ゴ
は
、
内
閣
修
正
案
の
提
出
に
つ
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
を
不
要
と
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
示
し

て
い
る
。
「
内
閣
の
修
正
権
が
、
政
治
的
特
権

4

4

4

4

4

（prérogative politique

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
か
な
る
諮
問
機
関
で
あ
れ
、
た
と
え
諮

問
機
関
が
望
む
場
合
で
あ
っ
て
も
、
諮
問
機
関
の
考
察
が
こ
の
政
治
的
特
権
に
入
り
込
ん
で
は
な
ら
な
い
」）

101
（

。
ド
ラ
ゴ
に
よ
れ
ば
、
修

正
権
は
諮
問
機
関
が
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
政
治
的
特
権
で
あ
る
が
、
法
律
案
提
出
権
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
法
律
案
へ

の
修
正
は
、
ま
さ
に
国
会
の
審
議
中
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
審
議
に
参
加
す
る
内
閣
は
政
治
的
特
権
と
し
て

修
正
権
を
行
使
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
ラ
ゴ
の
見
解
を
敷
衍
す
れ
ば
、
国
会
に
責
任
を
負
わ
ず
、
国
会
の
審
議
に
は
参

加
し
な
い
大
統
領
は
修
正
権
に
関
与
で
き
ず
、
ま
し
て
や
何
ら
民
主
的
正
統
性
を
有
し
な
い
諮
問
機
関
に
し
か
す
ぎ
な
い
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
が
こ
れ
に
関
与
で
き
な
い
の
は
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
内
閣
修
正
案
は
、
実
務
上
も
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
へ
の
諮
問
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
に
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
は
、
憲
法
附
属
法
律
に
よ
っ
て
も
規
律
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
九
年
四
月

一
五
日
憲
法
附
属
法
律
第
一
三
条
第
一
項
は
、
「
修
正
案
は
、
書
面
で
提
出
し
、
要
約
し
た
理
由
を
付
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、

内
閣
修
正
案
提
出
の
た
め
に
は
、
①
書
面
に
よ
る
こ
と
、
②
要
約
し
た
理
由
を
付
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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第
二
款　

憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続

　

何
度
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
憲
法
第
八
九
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
案
は
、
憲
法
改
正
法
律

4

4

案
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
は
、
そ
れ
が
法
律
案
で
あ
る
限
り
、
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手

続
と
同
じ
提
出
手
続
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
実
務
上
も
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
お
い
て
は
、
憲
法

第
三
九
条
第
二
項
第
一
文
の
定
め
る
①
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続
及
び
②
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
は
課
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
第
一
三
条
第
一
項
の
定
め
る
③
書
面
に
よ
る
提
出
及
び
④
要
約
し
た
理
由
の
付
記
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
以
下
の
こ
と
が
問
題
と
な
る
。す
な
わ
ち
、
執
行
府
に
お
け
る
法
律
案
提
出
権
は
首
相
に
帰
属
し
（
憲
法
第
三
九
条
第
一
項
）
、

法
律
案
修
正
権
は
内
閣
に
帰
属
す
る
（
憲
法
第
四
四
条
第
一
項
第
一
文
）
の
で
、
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
が
、
憲
法
第
九
条
に

よ
り
大
統
領
が
主
宰
す
る
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
に
付
さ
れ
な
い
の
は
問
題
な
い
と
言
え
る
が
、
執
行
府
に
お
け
る
憲
法
改
正
案
提

出
権
は
首
相
の
提
案
に
基
づ
く
大
統
領

4

4

4

に
帰
属
す
る
（
憲
法
第
八
九
条
第
一
項
）
の
で
、
た
と
え
執
行
府
に
お
け
る
憲
法
改
正
法
律

4

4

案

修
正
権
が
内
閣
に
帰
属
す
る
（
憲
法
第
四
四
条
第
一
項
第
一
文
）
と
し
て
も
、
執
行
府
に
お
け
る
真
の
憲
法
改
正
提
案
権
者
が
大
統
領

で
あ
る
以
上
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
が
、
大
統
領
が
主
宰
す
る
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
に
付
さ
れ
な
い
こ
と
は

大
い
に
問
題
が
あ
る
。
よ
り
明
確
に
言
え
ば
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続
は

と
も
か
く
、
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
に
必
ず
付
さ
れ
る
べ
き
と
憲
法
上
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
り
わ
け
、

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
際
に
、
大
統
領
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
を
執
行
府
が
提
出
す
る
と
き
に
は
、
議

会
多
数
派
に
依
拠
し
て
い
る
内
閣
の
み
が
こ
れ
に
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
執
行
府
に
お
け
る
真
の
憲
法
改
正
提
案
権
者
で
あ
る
大
統
領
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も
こ
れ
に
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
節　

小
括

　

第
三
章
で
は
、
①
執
行
府
に
お
け
る
法
律
案

4

4

4

修
正
権
者
は
内
閣
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
憲
法
改
正
案
が
憲
法
改
正
法
律
案

4

4

4

の
形
式
で

提
出
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
執
行
府
に
お
け
る
憲
法
改
正
法
律
案
修
正
権
者
も
内
閣
で
あ
る
こ
と
（
第
一
節
）
、
②
法
律
案

4

4

4

に

対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
は
、
憲
法
改
正
案
が
憲
法
改
正
法
律
案

4

4

4

の
形
式
を
取
る
限
り
に
お
い
て
は
、
憲
法
改
正
法
律
案

4

4

4

4

4

4

4

に
対
す

る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
も
適
用
さ
れ
る
が
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
は
、
執
行
府
に
お
け
る
真
の
憲
法
改
正
提

案
権
者
で
あ
る
大
統
領
が
主
宰
す
る
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
に
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
（
第
二
節
）
を
明
ら
か
に
し
た
。

注（
66
） 

第
三
共
和
制
期
に
議
会
法
に
精
通
し
た
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ピ
エ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、「
修
正
権
は
、
一
般
的
法
律
案
提
出
権
の
コ
ロ
ラ
リ
ィ

で
あ
る
」（Eugène Pierre, Traité de droit politique, 3

e éd., Im
prim

erie M
otteroz et M

artinet, 1908, n
o 696

（p. 843

））。
つ
ま
り
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
修
正
権
は
「
派
生
的
法
律
案
提
出
権
（initiative dérivée

）」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（Thierry S. 

Renoux et M
ichel de Villiers, Code constitutionnel, 3

e éd., Litec, 2004, pp. 442-443

）。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
国
会
議
員
は
、
議

院
規
則
改
正
案
（
実
務
上
は
「
決
議
（résolution

）
案
」
の
形
式
を
取
る
）
や
、
二
〇
〇
八
年
七
月
憲
法
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
憲

法
第
三
四-

一
条
に
基
づ
く
決
議
案
に
対
し
て
も
修
正
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
厳
密
に
は
、「
修
正
案
」
と

は
、「
両
議
院
が
付
託
さ
れ
た
、
か
つ
、
憲
法
又
は
議
院
規
則
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
修
正
権
保
持
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
先
在
す



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
執
行
府
の
憲
法
改
正
案
提
出
権
及
び
憲
法
改
正
案
修
正
権
（
奥
村
）

六
六

75

る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
修
正
の
提
案
」（Bruno Baufum

é, Le droit d ’am
endem

ent et la Constitution de la V
e République, LG

D
J, 

1993, pp. 11-12

）
と
定
義
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
用
い
る
「
修
正
案
」
は
、「
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
」
を
指
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

修
正
案
に
対
す
る
修
正
案
と
し
て
、「
再
修
正
案
（sous-am

endem
ent

）」
が
あ
る
が
、「
再
修
正
案
」
提
出
権
、
す
な
わ
ち
、
再
修
正

権
（droit de sous-am

endem
ent

）
も
、
憲
法
第
四
四
条
第
一
項
第
一
文
の
法
律
案
修
正
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。C.C., D

écision n
o 

73-49 D
C du 17 m

ai 1973, Résolution tendant à m
odifi er certains articles du règlem

ent du sénat, Rec., p. 15, Cons. 5. 

な
お
、
修

正
案
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
律
案
を
対
象
に
す
る
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案

な
ど
あ
り
え
な
い
。

（
67
） 

一
九
五
九
年
七
月
二
二
日
付
国
民
議
会
理
事
部
規
則
第
一
一
条
は
、「
審
議
に
責
任
を
負
う
大
臣
が
、
内
閣
の
名
で
修
正
案
を
提
出
す

る
資
格
を
有
す
る
」
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
規
定
は
一
九
六
九
年
一
二
月
四
日
決
定
に
よ
り
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

（
68
） 

A
lain Brouillet, Le droit d ’am

endem
ent dans la Constitution de la V

e République, PU
F, 1973, p. 69.

（
69
） 

Valérie Som
m

acco, Le droit d ’am
endem

ent et le juge constitutionnel en France et en Italie, LG
D

J, 2002, p. 169.

（
70
） 

M
ichel Lascom

be, Le droit constitutionnel de la V
e République, 8

e éd., L ’H
arm

attan, 2002, p. 134.

（
71
） 

Bénédicte D
orinet, Le Conseil des M

inistres en France, A
N

RT, 2005, p. 457.

（
72
） 

C.C., D
écision n

o 90-285 D
C du 28 décem

bre 1990, Loi de fi nances pour 1991, Rec., p. 95, Cons. 5 et 6. 

な
お
、
こ
の
憲
法
院
判
決

よ
り
以
前
に
も
、「
修
正
文
書
」
に
関
す
る
判
決
が
下
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
八
年
一
二
月
二
九
日
D
C
判
決
第
一
〇
〇
号
は
、「
修
正

文
書
」
は
修
正
権
の
行
使
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
修
正
文
書
」
の
適
法
性
を
認
め
た(C.C., D

écision n
o 78-100 

D
C du 29 décem

bre 1978, D
ernière loi de fi nances rectifi cative pour 1978 

（prise de participation de l'Etat dans la société A.M
.D

. - 

BA ; adaptation de la législation sur la T.V.A. à la sixièm
e directive du Conseil des Com

m
unautés européennes ), Rec., p. 38, Cons. 

10

）。
と
は
い
え
、
こ
の
判
決
は
、「
修
正
文
書
」
が
首
相
の
法
律
案
提
出
権
の
行
使
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
指
摘
し
て
い

な
か
っ
た
。Bruno Baufum

é, supra note (66 ), p. 15 ; Valérie Som
m

acco, supra note (69 ), p. 49.

（
73
） 

Jean-Louis H
érin, « A

rticle 44 », in François Luchaire, G
érard Conac et X

avier Prétot (dir. ), La Constitution de la République 
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française, 3
e éd., Econom

ica, 2008, p. 1069

）

（
74
） 

Bruno Baufum
é, supra note (66 ), p. 191.

（
75
） 
一
度
目
は
一
九
七
三
年
に
ミ
シ
ェ
ル
・
ド
ゥ
ブ
レ
に
よ
っ
て
（JO

, A
.N

., 16 octobre 1973, pp. 4434-4435

）、
二
度
目
は
一
九
七
六
年

に
ジ
ャ
ン
・
フ
ワ
イ
エ
に
よ
っ
て
（JO

, A
.N

., 26 m
ai 1976, pp. 3505-3506

）
提
起
さ
れ
た
。

（
76
） 

Bruno Baufum
é, supra note (66 ), pp. 192-193.

（
77
） 

http://w
w

w
2.assem

blee-nationale.fr/docum
ents/notice/13/projets/pl0820/ (index )/projets-loi/ (archives )/index-projets

（
78
） 

http://w
w

w.assem
blee-nationale.fr/13/am

endem
ents/0820/082000610.asp

（
79
） 

こ
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
つ
い
て
の
国
民
議
会
で
の
第
一
読
会
本
会
議
で
は
、
全
部
で
六
三
一
件
の
修
正
案
（
再
修
正
案
等

を
含
む
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
内
閣
修
正
案
は
一
件
の
み
で
あ
る
。http://w

w
w
2.assem

blee-nationale.fr/recherche/archives_

resultats_am
endem

ents?N
U

M
_IN

IT=820&
LEG

ISLATU
RE=13

（
80
） 

http://w
w

w.senat.fr/am
endem

ents/2007-2008/365/A
m

dt_506.htm
l

（
81
） 

国
民
議
会
か
ら
送
付
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
元
老
院
で
の
第
一
読
会
本
会
議
で
は
、
全
部
で
五
二
〇
件
の
修
正
案
（
再
修
正
案

等
を
含
む
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
内
閣
修
正
案
は
一
件
の
み
で
あ
る
。http://w

w
w.senat.fr/am

endem
ents/2007-2008/365/liste_

depot.htm
l

（
82
） 

http://w
w

w.assem
blee-nationale.fr/13/am

endem
ents/0993/099900237.asp

（
83
） 

http://w
w

w.assem
blee-nationale.fr/13/am

endem
ents/0993/099300238.asp

（
84
） 

http://w
w

w.assem
blee-nationale.fr/13/am

endem
ents/0993/099300306.asp

（
85
） 

元
老
院
か
ら
回
付
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
国
民
議
会
で
の
第
二
読
会
本
会
議
で
は
、
全
部
で
三
二
四
件
の
修
正
案
（
再
修
正
案

等
を
含
む
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
内
閣
修
正
案
は
三
件
の
み
で
あ
る
。http://w

w
w
2.assem

blee-nationale.fr/recherche/archives_

resultats_am
endem

ents?N
U

M
_IN

IT=993&
LEG

ISLATU
RE=13

（
86
） 

国
民
議
会
か
ら
回
付
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
元
老
院
で
の
第
二
読
会
本
会
議
で
は
、
全
部
で
一
四
八
件
の
修
正
案
（
再
修
正
案
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等
を
含
む
）
が
提
出
さ
れ
た
。http://w

w
w.senat.fr/am

endem
ents/2007-2008/365/liste_depot.htm

l
（
87
） 

小
林
公
夫
・
前
掲
注
（
20
）
一
一
九
頁
を
参
照
。

（
88
） 

http://w
w

w
2.assem

blee-nationale.fr/docum
ents/notice/14/projets/pl3381/ (index )/projets-loi

（
89
） 

http://w
w

w.assem
blee-nationale.fr/14/am

endem
ents/3381/A

N
/63.asp

（
90
） 

http://w
w

w.assem
blee-nationale.fr/14/am

endem
ents/3381/A

N
/276.asp

（
91
） 

こ
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
つ
い
て
の
国
民
議
会
で
の
第
一
読
会
本
会
議
第
一
審
議
で
は
、
全
部
で
二
二
八
件
の
修
正
案
（
再

修
正
案
等
を
含
む
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
内
閣
修
正
案
は
二
件
の
み
で
あ
る
。
以
下
の
国
民
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
検
索
。

http://w
w

w
2.assem

blee-nationale.fr/recherche/am
endem

ents

（
92
） 

http://w
w

w.assem
blee-nationale.fr/14/am

endem
ents/3381S/A

N
/1.asp

（
93
） 

http://w
w

w.assem
blee-nationale.fr/14/am

endem
ents/3381S/A

N
/2.asp

（
94
） 

こ
の
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
つ
い
て
の
国
民
議
会
で
の
第
一
読
会
本
会
議
第
二
審
議
で
は
、
修
正
案
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
件

の
内
閣
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
国
民
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
前
掲
注
（
91
）
よ
り
検
索
。

（
95
） 

国
民
議
会
か
ら
送
付
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
元
老
院
で
の
第
一
読
会
に
お
い
て
は
、
全
部
で
一
四
八
件
の
修
正
案
（
再
修
正
案

等
を
含
む
）
が
提
出
さ
れ
た
。http://w

w
w.senat.fr/am

endem
ents/2015-2016/395/liste_depot.htm

l

（
96
） 

Conseil d ’État, ED
CE, n

o 43, 1992, p. 38 et s. 
な
お
、「
修
正
文
書
」
は
、
首
相
の
法
律
案
提
出
権
の
行
使
に
当
た
る
の
で
、「
修
正
文
書
」

提
出
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
が
課
せ
ら
れ
る
。C.C., D

écision n
o 90-285 D

C du 

28 décem
bre 1990, supra note (72 ), Cons. 6 : C.C., D

écision n
o 2000-433 D

C du 27 juillet 2000, Loi m
odifi ant la loi n

o 86
-1067 

du 30 septem
bre 1986 relative à la liberté de com

m
unication, Rec., p. 121.

（
97
） 
C.C., D

écision n
o 93-329 D

C du 13 janvier 1994, Loi relative aux conditions de l ’aide aux investissem
ents des établissem

ents 

d ’enseignem
ent privés par les collectivités territoriales, Rec., p. 9.

（
98
） 

こ
れ
ら
の
準
則
は
、
修
正
案
の
受
理
に
関
す
る
準
則
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
12
）一
四
五-

一
六
三
頁
を
参
照
。
な
お
、
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こ
の
修
正
案
の
受
理
準
則
に
関
し
て
は
、
第
四
章
第
三
節
で
も
取
り
上
げ
る
。

（
99
） 

François Luchaire, « L'abrogation de la loi Falloux devant le juge constitutionnel », RD
P, 1994, p. 614.

（
100
） 

François Luchaire, Le Conseil constitutionnel, t.3, 2
e éd., Econom

ica, 1999, p. 220. 

な
お
、
こ
の
判
例
は
、
そ
の
後
も
維
持
さ
れ

て
い
る
。C.C., D

écision n
o 94-357 D

C du 25 janvier 1995, Loi portant diverses dispositions d ’ordre social, Rec., p. 179 : C.C., 

D
écision n

o 2006-535 D
C du 30 m

ars 2006, Loi pour l'égalité des chances, Rec., p. 50, Cons. 8.

（
101
） 

G
uillaum

e D
rago, « Fonctions du C

onseil constitutionnel et du C
onseil d ’État dans la confection de la loi », in R

oland D
rago 

(dir. ), La confection de la loi, PU
F, 2005, p. 76.

第
四
章 

政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
、
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律

 

案
の
提
出
手
続
及
び
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
対
す
る
統
制

　

第
四
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
、
①
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
、
②
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民

投
票
法
律
案
の
提
出
手
続
、
③
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
対
す
る
統
制
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

第
一
節　

政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
に
対
す
る
統
制

  

第
一
款　

憲
法
典
上
要
請
さ
れ
る
提
出
手
続
に
対
す
る
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
統
制
の
不
在

　

憲
法
院
は
、
憲
法
第
六
一
条
第
一
項
に
よ
り
、
憲
法
附
属
法
律
は
そ
の
審
署
の
前
に
、
第
一
一
条
に
定
め
る
議
員
提
出
法
律
案
は
国

民
投
票
に
付
託
す
る
前
に

）
102
（

、
議
院
規
則
は
そ
の
施
行
前
に
、
そ
れ
ら
の
憲
法
適
合
性
を
必
ず
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
第
二
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項
に
よ
り
、
法
律
は
、
そ
の
審
署
前
に
、
大
統
領
、
首
相
、
国
民
議
会
議
長
、
元
老
院
議
長
又
は
六
〇
名
の
国
民
議
会
議
員
若
し
く
は

六
〇
名
の
元
老
院
議
員
の
付
託
に
よ
っ
て
、
そ
の
憲
法
適
合
性
を
審
査
す
る
。
こ
の
第
六
一
条
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
審
査
は
、
こ

れ
ら
の
法
規
範
の
内
容
の
憲
法
適
合
性
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
手
続
の
憲
法
適
合
性
に
も
及
ぶ

）
103
（

。

　

し
か
し
、
憲
法
第
六
一
条
に
お
い
て
は
、
憲
法
改
正
法
律
が
憲
法
院
の
審
査
の
対
象
と
な
る
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

ま
ず
、
憲
法
改
正
法
律
が
憲
法
第
六
一
条
に
基
づ
く
憲
法
院
の
審
査
の
対
象
と
な
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
回
答
を

下
し
た
の
が
、
二
〇
〇
三
年
三
月
二
六
日

D
C
判
決
第
四
六
九
号

）
104
（

で
あ
る
。
本
件
で
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
一
七
日
に
両
院
合
同
会

議
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
「
共
和
国
の
分
権
的
組
織
に
関
す
る
憲
法
改
正
法
律
」
が
共
和
政
体
の
改
正
禁
止
を
定
め
る
憲
法
第
八
九
条

第
五
項
に
違
反
す
る
と
し
て
、
同
月
一
七
日
に
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
い
て
六
一
名
の
元
老
院
議
員
に
よ
っ
て
提
訴
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
憲
法
院
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
憲
法
院
の
権
限
は
、
憲
法
典
に
よ
っ
て
厳
格
に
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
権
限
は
、

憲
法
的
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
諸
原
理
を
尊
重
す
る
限
り
で
、
憲
法
附
属
法
律
に
よ
っ
て
明
確
化
及
び
補
完
さ
れ
る
。
憲
法

院
は
、こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
明
示
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
以
外
に
は
、
意
見
表
明
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
な
い
」〔C

ons. 

1

〕
。
「
憲
法
第
六
一
条
は
、
憲
法
附
属
法
律
の
憲
法
適
合
性
、
及
び
、
同
条
で
定
め
る
要
件
の
下
で
付
託
さ
れ
る
場
合
に
通
常
法
律
の

憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
任
務
を
憲
法
院
に
与
え
て
い
る
。
憲
法
院
は
、
憲
法
第
六
一
条
、
第
八
九
条
及
び
そ
の
他
の
い
か
な
る
憲
法

規
定
か
ら
も
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
裁
定
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
」
〔C

ons. 2

〕
。
「
し
た
が
っ
て
、
憲
法
院
は
、
二
〇
〇
三

年
三
月
一
七
日
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
共
和
国
の
分
権
的
組
織
に
関
す
る
憲
法
改
正
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
憲
法
院
に
判
断
を
求
め

る
元
老
院
議
員
提
訴
者
の
請
求
に
つ
い
て
、
裁
定
す
る
権
限
を
有
し
な
い
」
〔C

ons. 3

〕
。
こ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
憲
法
改
正
（
法
律
）

に
つ
い
て
の
憲
法
院
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
統
制
を
排
除
し
て
い
る
の
で
、
憲
法
院
は
、
憲
法
改
正
（
法
律
）
の
内
容
及
び
手
続
の
憲
法
適
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合
性
も
審
査
で
き
な
い
の
で
あ
る

）
105
（

。

　

こ
の
憲
法
院
判
決
に
従
え
ば
、
憲
法
院
は
、
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
い
て
、
憲
法
改
正
手
続
、
す
な
わ
ち
、
憲
法
改
正
法
律
の
立

法
手
続
の
憲
法
適
合
性
を
統
制
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
な
が
ら
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
の
憲
法
適
合
性

4

4

4

4

4

も
統
制
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
憲
法
附
属
法
律
も
憲
法
院
の
照
会
規
範
（norm

e de référence

）
に
含
ま
れ
る

）
106
（

の
で
、
憲
法

院
は
、
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
の
憲
法
附
属
法
律
適
合
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
統
制

で
き
な
い
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
憲
法
院
は
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
に
つ
い
て
、
①
憲
法
典
上
要
請
さ
れ
る

手
続
、
す
な
わ
ち
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
も
、
②
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属

法
律
上
要
請
さ
れ
る
手
続
、
す
な
わ
ち
、
理
由
書
の
添
付
も
、
統
制
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

  

第
二
款　

憲
法
附
属
法
律
上
要
請
さ
れ
る
提
出
手
続
に
対
す
る
憲
法
第
三
九
条
第
四
項
に
基
づ
く
議
会
に
よ
る
統
制
及
び
憲
法
院
に

 
  

よ
る
統
制

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
三
月
二
六
日
憲
法
院
判
決
に
よ
れ
ば
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
に
対
す
る
憲
法
第

4

4

4

六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

憲
法
院
の
統
制
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
で
は
、
他
の
機
関
に
よ
る
統
制
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
、
議
会
に
よ
る
統
制
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
第
三
九
条
第
三
項
は
、
「
政
府
提
出
法
律
案
は
、
憲
法
附
属
法
律

が
定
め
る
要
件
に
し
た
が
っ
て
、
国
民
議
会
又
は
元
老
院
に
提
出
す
る
」
と
規
定
し
、
さ
ら
に
、
第
四
項
第
一
文
は
、
「
先
に
付
議
さ

れ
た
議
院
の
議
事
協
議
会
が
、
憲
法
附
属
法
律
が
定
め
る
諸
準
則
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
政
府
提
出
法
律
案
は
議

事
日
程
に
記
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
定
め
て
い
る
の
で
、
先
議
院
の
議
事
協
議
会
が
政
府
提
出
法
律
案
提
出
手
続
の
憲
法
附
属

4

4

4

4
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法
律
適
合
性

4

4

4

4

4

を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附

属
法
律
上
要
請
さ
れ
る
手
続
は
、
第
七
条
の
定
め
る
理
由
書
の
添
付
の
み
で
あ
る
が
、
先
議
院
の
議
事
協
議
会
は
、
政
府
提
出
憲
法
改

正
法
律
案
へ
の
理
由
書
の
添
付
を
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
へ
の
理
由
書
添
付
に

不
備
が
あ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
に
つ
い
て
の
先
議
院
議
事
協
議
会

に
よ
る
憲
法
附
属
法
律
適
合
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
統
制
は
実
効
的
で
は
な
い
。

　

一
方
、
憲
法
第
三
九
条
第
四
項
第
二
文
は
、
「
議
事
協
議
会
と
内
閣
と
の
間
で
意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
は
、
当
該
議
院
の
議
長
又

は
首
相
は
、
憲
法
院
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
、
憲
法
院
は
八
日
以
内
に
裁
定
す
る
」
と
規
定
し
、
政
府
提
出
法
律
案
の
提
出
手
続
に

つ
い
て
、
先
議
院
の
議
事
協
議
会
と
内
閣
と
の
間
で
の
憲
法
附
属
法
律
適
合
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
関
す
る
意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
に
、
先
議
院
の
議

長
又
は
首
相
の
付
託
に
よ
る
憲
法
院
の
裁
定
を
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
提
出
憲
法
改
正

4

4

4

4

法
律
案
の
提
出
手
続
に
つ
い
て
も
、

内
閣
と
議
会
と
の
間
で
の
憲
法
附
属
法
律
適
合
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
関
す
る
意
見
が
一
致
し
な
い
と
き
に
、
一
方
の
付
託
に
よ
り
憲
法
院
が
こ
れ
を
統

制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
と
お
り
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
九
年
四
月

一
五
日
憲
法
附
属
法
律
上
要
請
さ
れ
る
手
続
は
、
第
七
条
の
定
め
る
理
由
書
添
付
の
み
で
あ
る
の
で
、
そ
も
そ
も
内
閣
と
先
議
院
の
議

事
協
議
会
と
の
間
で
理
由
書
添
付
に
関
す
る
意
見
の
不
一
致
が
起
こ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
憲
法
院
が
理
由
書

添
付
に
対
す
る
統
制
を
行
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う

）
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。

　

し
た
が
っ
て
、
理
論
上
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
の
憲
法
附
属
法
律
適
合
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

は
議
会
及
び
憲
法
院
に
よ
っ
て
統
制

さ
れ
う
る
が
、
実
際
に
は
統
制
の
実
効
性
が
な
い
と
言
え
よ
う
。
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第
二
節　

憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
提
出
に
対
す
る
統
制

  
第
一
款　

憲
法
典
上
要
請
さ
れ
る
提
出
手
続
に
対
す
る
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
統
制
の
不
在

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
に
よ
る
憲
法
改
正
は
二
度
試
み
ら
れ
、
一
度
目
は
憲

法
改
正
が
実
現
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
国
民
投
票
法
律
は
、
憲
法
第
六
一
条
に
基
づ
く
憲
法
院
に

よ
る
憲
法
適
合
性
審
査
の
対
象
と
な
る
の
か
。

　

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
憲
法
院
は
、
第
五
共
和
制
初
期
の
一
九
六
二
年
一
一
月
六
日

D
C
判
決
第
二
〇
号

）
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（

に
お
い
て
す
で
に
回
答

を
示
し
て
い
る
。
本
件
で
は
、
第
一
章
第
四
節
第
二
款
で
見
た
、
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民

投
票
法
律
の
憲
法
適
合
性
が
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
は
、
一
九
六
二
年
九
月
二
〇
日
、
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
演
説
で
、
憲
法
第
六
条
・
第
七
条
を
改
正
す
る
〔
通
常
の
〕
政
府
提
出
法
律
案
を
憲
法
第
一
一
条
の
定
め
る
国
民
投
票
に
か
け

る
旨
を
宣
言
し
た
。
こ
の
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
は
、
憲
法
第
三
九
条
第
二
項
に
従
い
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
に
付
さ

れ
た
。
一
〇
月
一
日
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
総
会
は
、
全
員
一
致
で
、
憲
法
改
正
法
律
案
と
し
て
憲
法
第
八
九
条
に
基
づ
き
憲
法
改
正

す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
投
票
法
律
案
と
し
て
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
い
て
憲
法
改
正
す
る
の
は
憲
法
に
違
反
す
る
と
い
う
意
見
を
答

申
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
総
会
は
、
当
該
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
も
否
定
的
な
意
見
を
答
申
し
た
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
総
会
は
、
当
該
法
律
案
の
手
続
面
及
び
内
容
面
双
方
に
つ
い
て
否
定
的
な
意
見
を
答
申
し
た
の
で
あ
る

）
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（

。
さ
ら
に
、
こ

の
政
府
提
出
法
律
案
を
国
民
投
票
に
付
す
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
は
秘
密
裏
に
憲
法
院
に
対
し
て
も
諮
問
を
行
っ
た

）
110
（

が
、
一
〇
月
二
日
、

憲
法
院
も
否
定
的
な
勧
告
を
行
っ
た

）
111
（

。
し
か
し
、
政
府
は
、
一
〇
月
二
日
、
こ
の
国
民
投
票
法
律
案
を
閣
議
で
審
議
決
定
し
た
。
そ
し

て
、
一
〇
月
四
日
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
一
〇
月
二
八
日
に
こ
の
法
律
案
に
関
す
る
国
民
投
票
を
実
施
し
、
自
身
の
責
任
を
か
け
る
こ
と
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を
宣
言
し
、
実
際
に
一
〇
月
二
八
日
に
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
、こ
の
国
民
投
票
法
律
は
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ガ
ス
ト
ン
・
モ
ネ
ル
ヴ
ィ
ル
元
老
院
議
長
は
、
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
い
て
、
国
民
投
票
法
律
案
と
し
て
憲
法
第
一
一
条
に
基

づ
い
て
憲
法
改
正
す
る
の
は
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
て
、
こ
の
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
法
律
を
憲
法
院
に
付
託
し
た
が
、
憲

法
院
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
憲
法
院
の
権
限
は
、
憲
法
典
に
よ
っ
て
、
及
び
、
憲
法
第
七
章
の
適
用
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た

憲
法
院
に
関
す
る
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
憲
法
附
属
法
律
〔
引
用
者
注
：
実
際
に
は
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
〕
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
厳
格
に

定
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
院
は
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
限
定
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
以
外
に
は
、
意
見
表
明

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
な
い
」
〔C

ons. 1

〕
。
「
憲
法
第
六
一
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
憲
法
院
の
審
査
の
対
象
と
な
る
べ
き
又
は
な
り
う
る
憲

法
附
属
法
律
及
び
通
常
法
律
の
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
任
務
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
の
権
限
が
、
国
民
投
票
の
結
果
国
民
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
国
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
法
律
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
に
及
ぶ

の
か
、
あ
る
い
は
、
反
対
に
、
後
者
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
憲
法
院
を
公
権

力
の
活
動
の
調
整
機
関
と
し
た
憲
法
の
精
神
か
ら
す
れ
ば
、
憲
法
が
第
六
一
条
で
対
象
と
し
よ
う
と
し
た
法
律
は
、
国
会
に
よ
っ
て
可

決
さ
れ
た
法
律
だ
け
で
あ
り
、
国
民
投
票
の
結
果
国
民
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
国
民
主
権
の
直
接
の
表
明
で
あ
る
法
律
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
導
か
れ
る
」
〔C

ons. 2

〕
。
「
こ
の
解
釈
は
、
憲
法
典
の
明
示
的
な
諸
規
定
、
と
り
わ
け
、
国
民
投
票
に
関
す
る
憲
法
院
の

役
割
を
定
め
る
第
六
一
条
、
及
び
、
国
民
に
よ
る
政
府
提
出
法
律
案
の
承
認
と
大
統
領
に
よ
る
審
署
と
の
間
に
い
か
な
る
手
続
も
規
定

し
て
い
な
い
第
一
一
条
か
ら
も
導
か
れ
る
」
〔C

ons. 3

〕
。
「
こ
の
同
じ
解
釈
は
、
『
国
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
法
律
』
だ
け
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
前
記
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
憲
法
附
属
法
律
第
一
七
条
の
諸
規
定
、
及
び
、
『
憲
法
院
が
、
付
託
さ
れ
た
法
律
が
違

憲
の
規
定
を
有
し
て
い
る
と
宣
言
し
、
同
時
に
、
そ
の
規
定
が
法
律
全
体
か
ら
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
宣
言
し
な
い
場
合
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に
、
大
統
領
は
、
当
該
規
定
を
除
い
て
法
律
を
審
署
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
は
、
両
議
院
に
再
審
議
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
』
と

定
め
て
い
る
前
記
憲
法
附
属
法
律
第
二
三
条
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
も
、
明
示
的
に
確
認
さ
れ
て
い
る
」
〔C

on
. 3

〕
。
「
同
条
で
定
め
る

要
件
の
下
で
付
託
さ
れ
る
場
合
に
通
常
法
律
の
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
任
務
を
憲
法
院
に
与
え
て
い
る
。
憲
法
院
は
、
憲
法
第
六
一

条
、
第
八
九
条
及
び
そ
の
他
の
い
か
な
る
憲
法
規
定
か
ら
も
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
裁
定
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
」
〔C

on
. 

4

〕
。
「
し
た
が
っ
て
、
憲
法
典
の
い
か
な
る
諸
規
定
も
、
そ
の
適
用
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
前
記
憲
法
附
属
法
律
の
い
か
な
る
諸
規
定
も
、

一
九
六
二
年
一
〇
月
二
八
日
に
国
民
投
票
の
方
法
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
政
府
提
出
法
律
案
の
憲
法
適
合
性

に
つ
い
て
憲
法
院
に
判
断
を
求
め
る
元
老
院
議
長
の
請
求
に
つ
い
て
裁
定
す
る
権
限
を
憲
法
院
に
付
与
し
て
い
な
い
」
〔C

on
. 5

〕
。
こ

の
判
決
に
従
え
ば
、
憲
法
院
は
、
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
法
律
案
を
憲
法
第
一
一
条
の
定
め
る
国
民
投
票
法
律
案
と
し
て

国
民
投
票
に
か
け
る
こ
と
も
、
そ
の
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
も
手
続
に
つ
い
て
も
そ

の
憲
法
適
合
性
統
制
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る

）
112
（

。
こ
れ
は
、
憲
法
改
正
を
目
的
と
し
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
国
民
投
票
法

律
案
で
あ
れ
ば
す
べ
て
憲
法
院
は
そ
の
憲
法
適
合
性
統
制
を
行
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
憲
法
院
判
決
に
従
え
ば
、
憲
法
院
は
、
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
手
続
全
体
に
つ
い
て
統
制
で
き
な
い
の
で
、
当
然
、

政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
の
提
出
手
続
の
憲
法
適
合
性
も
統
制
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
憲
法
院
は
、
政

府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
の
提
出
手
続
に
つ
い
て
憲
法
典
上
要
請
さ
れ
る
手
続
、
す
な
わ
ち
、
①
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続

及
び
②
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
を
統
制
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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第
二
款　

憲
法
院
以
外
の
国
家
機
関
に
よ
る
統
制
の
不
在

　

憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
の
提
出
手
続
は
、
憲
法
院
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
他
の
機
関

に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　

こ
の
点
、
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
は
、
国
会
で
の
審
議
・
議
決
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
直
接
国
民
投
票
に
か
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
の
提
出
手
続
そ
の
も
の

4

4

4

4

に
対
す
る
議
会
に
よ
る
統
制
は
あ
り
え
な
い
。
一
九
六
二
年
の
政

府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
に
よ
る
憲
法
改
正
の
と
き
の
よ
う
に
、
第
四
九
条
第
二
項
に
基
づ
い
て
国
民
議
会
が
内
閣
に
対
す
る
不
信
任

決
議
案
を
出
す
こ
と
で
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案
を
間
接
的
に
統
制
し
よ
う
と
し
て
も
、
大
統
領
に
よ
っ
て
国
民
議
会
が
解
散
さ
れ
、

そ
の
間
に
国
民
投
票
が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案

の
提
出
手
続
に
対
し
て
は
、
憲
法
院
以
外
の
国
家
機
関
に
よ
る
実
効
的
な
統
制
も
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
節　

憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
対
す
る
統
制

  

第
一
款　

憲
法
附
属
法
律
上
要
請
さ
れ
る
提
出
手
続
に
対
す
る
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
統
制
の
不
在

　

本
章
第
一
節
第
一
款
で
見
た
よ
う
に
、
憲
法
改
正
法
律
は
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
憲
法
適
合
性
審
査
の
対

象
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
院
合
同
会
議
又
は
国
民
投
票
に
よ
っ
て
成
立
し
た
憲
法
改
正
法
律
に
対
し
て
、
両
議
院
で
の
審

議
の
際
に
提
出
さ
れ
た
内
閣
修
正
案
も
当
然
憲
法
適
合
性
審
査
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内

閣
修
正
案
の
内
容
及
び
手
続
は
、
憲
法
院
に
よ
る
統
制
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
附
属
法
律
上

4

4

4

4

4

4

4

要
請
さ

れ
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
、
す
な
わ
ち
、
①
書
面
に
よ
る
提
出
及
び
②
要
約
し
た
理
由
の
付
記

）
113
（

に
つ
い
て
、
憲
法
院
は
こ
れ
を
統
制
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す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

  

第
二
款　

憲
法
典
、
議
院
規
則
及
び
憲
法
院
判
例
に
よ
り
要
請
さ
れ
る
修
正
案
受
理
準
則
の
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
受

 
  

理
準
則
の
適
用
と
そ
の
受
理
準
則
違
反
に
つ
い
て
の
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
統
制
の
不
在

　

法
律
案

4

4

4

に
対
す
る
修
正
案
の
受
理
準
則
と
し
て
、
現
在
、
①
憲
法
第
四
五
条
第
一
項
第
二
文
、
議
院
規
則
（
国
民
議
会
規
則
第
九
八

条
第
五
項
第
一
文
及
び
元
老
院
規
則
第
四
八
条
第
三
項
）
及
び
憲
法
院
判
例
に
基
づ
く
「
関
連
性
準
則
」
、
②
議
院
規
則
（
国
民
議
会

規
則
第
一
〇
八
条
第
五
項
及
び
元
老
院
規
則
第
四
八
条
第
五
項
・
第
六
項
・
第
七
項
）
及
び
憲
法
院
判
例
に
基
づ
く
「
漏
斗
準
則
」
が

あ
る
。
前
者
は
、
第
一
読
会
に
お
い
て
は
、
修
正
案
は
、
間
接
的
で
あ
れ
審
議
中
の
テ
キ
ス
ト
と
の
関
連
性
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
理

さ
れ
る
と
い
う
準
則
で
あ
る

）
114
（

。
後
者
は
、
第
二
読
会
以
降
で
は
、
両
議
院
に
よ
っ
て
す
で
に
可
決
さ
れ
て
い
る
規
定
は
も
は
や
再
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
同
一
の
文
言
で
可
決
さ
れ
て
い
な
い
規
定
に
対
す
る
修
正
案
の
み
が
受
理
さ
れ
る
と
い
う
準
則
で
あ
る

）
115
（

。

　

し
か
し
、
憲
法
附
属
法
律
の
立
法
手
続
を
定
め
る
第
四
六
条
が
、
第
三
項
で
、
明
確
に
「
第
四
五
条
の
手
続
は
適
用
さ
れ
る
」
と
規

定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
憲
法
改
正
手
続
を
定
め
る
第
八
九
条
は
第
四
五
条
の
適
用
に
言
及
し
て
い
な
い
た
め
に
、
第
四
五
条
の
定

め
る
手
続
は
憲
法
改
正
法
律
案
に
は
適
用
さ
れ
な
い

）
116
（

。
す
な
わ
ち
、
憲
法
第
四
五
条
第
一
項
第
二
文
の
定
め
る
「
関
連
性
準
則
」
は
、

憲
法
改
正
法
律
案
へ
の
修
正
案
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
に
は
、「
漏

斗
準
則
」
だ
け
が
課
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
し
て
の
「
漏
斗
準
則
」
に
違
反
し
て
受
理
さ
れ
た
内
閣
修
正
案
は
、

憲
法
改
正
法
律
と
し
て
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
い
て
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
る
限
り
、
憲
法
院
の
憲
法
適
合
性

4

4

4

4

4

統
制
に
服
さ
な
い
。
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第
三
款　

憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
に
対
す
る
議
会
に
よ
る
統
制

　

で
は
、
議
会
に
よ
る
統
制
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
憲
法
附
属
法
律
上
要
請
さ
れ
る
提
出
手
続
、
す
な
わ
ち
、
①
書
面
に
よ
る

提
出
及
び
②
要
約
し
た
理
由
の
付
記
に
つ
い
て
、
議
会
が
受
理
す
る
際
に
そ
の
憲
法
附
属
法
律
適
合
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
れ
ら
の
手
続
に
違
反
し
て
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
場
合
の
議
会
に
よ
る
統
制
は
実
効
性
が
な
い
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
が
議
院
規
則
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
「
漏
斗
準
則
」
に
違
反
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
法
律
案
に
対
す
る
「
漏
斗
準
則
」
違
反
の
修
正
案

が
提
出
さ
れ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
る
と
、
内
閣
修
正
案
を
受
理
す
る
議
会
は
こ
れ
を
実
効
的
に
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

議
会
は
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
「
漏
斗
準
則
」
に
違
反
し
た
内
閣
修
正
案
を
受
理
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

憲
法
改
正
法
律
案
へ
の
内
閣
修
正
案
に
対
す
る
議
会
に
よ
る
実
効
的
な
手
続
統
制
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

第
四
節　

小
括

　

第
四
章
で
は
、
①
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
憲
法

4

4

適
合
性

4

4

4

統
制
は
不
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
憲
法
第
三
九
条
第
四
項
に
基
づ
く
議
会
及
び
憲
法
院
に
よ
る
憲
法
附
属
法
律
適
合
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

統

制
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
統
制
に
は
実
効
性
が
な
い
こ
と
（
第
一
節
）
、
②
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府
提
出
国
民
投
票
法
律
案

の
提
出
手
続
に
対
し
て
は
、
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
憲
法
適
合
性

4

4

4

4

4

統
制
も
不
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
憲
法
院

以
外
の
国
家
機
関
に
よ
る
憲
法
適
合
性

4

4

4

4

4

統
制
も
不
可
能
で
あ
る
こ
と
（
第
二
節
）
、
③
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出

手
続
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
六
一
条
第
二
項
に
基
づ
く
憲
法
院
に
よ
る
憲
法
附
属
法
律
適
合
性

4

4

4

4

4

4

4

4

4

統
制
及
び
「
漏
斗
準
則

4

4

4

4

」
適
合
性

4

4

4

統
制
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は
不
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
議
会
に
よ
る
憲
法
附
属
法
律
適
合
性
統
制
は
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
実
効
的
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
、
「
漏
斗

4

4

準
則

4

4

」
適
合
性
統
制
は
可
能
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
か
つ

4

4

、
そ
の
統
制
に
は
実
効
性
が
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
（
第
三
節
）
を
明
ら
か
に
し
た
。

注（
102
） 

第
一
一
条
に
定
め
る
議
員
提
出
法
律
案
の
国
民
投
票
に
付
託
す
る
前
の
憲
法
院
に
よ
る
義
務
的
審
査
は
、
二
〇
〇
八
年
七
月
憲
法
改
正

に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
。

（
103
） 

憲
法
院
に
よ
る
立
法
手
続
統
制
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
12
）
一
一-

四
三
頁
を
参
照
。

（
104
） 

C
.C

., D
écision n

o 2003
-469 D

C
 du 26 m

ars 2003, Révision constitutionnelle relative à l'organisation décentralisée de la 

République, Rec., p. 293. 
本
判
決
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
塚
本
俊
之
「
両
院
合
同
会
議
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
憲
法
改
正
に
対

す
る
違
憲
審
査
」
フ
ラ
ン
ス
憲
法
判
例
研
究
会
（
編
）『
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
判
例
II
』（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
八
七-

二
九
〇
頁

を
参
照
。

（
105
） 

Thierry S. Renoux et M
ichel de Villiers (dir. ), supra note (46 ), p. 954.

（
106
） 

憲
法
院
は
、
一
九
八
二
年
七
月
二
七
日
D
C
判
決
第
一
四
二
号
に
お
い
て
、「
法
律
が
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
、
審
署
さ
れ
る
準
則
は
、

憲
法
及
び
憲
法
附
属
法
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」（C.C., D

écision n
o 82-142 D

C du 27 juillet 1982, Loi portant réform
e de la 

planifi cation, Rec., p. 52, Cons. 14

）
と
判
示
し
て
お
り
、
憲
法
典
だ
け
で
な
く
、
憲
法
附
属
法
律
も
、
憲
法
院
に
よ
る
立
法
手
続
統

制
に
お
け
る
照
会
規
範
と
な
っ
て
い
る
。Philippe Terneyre, « La procédure législative ordinaire dans la jurisprudence du Conseil 

constitutionnel », RD
P, 1985, p. 697.

（
107
） 

こ
の
点
、
通
常
の
政
府
提
出
法
律
案
で
さ
え
、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
五
日
憲
法
附
属
法
律
適
合
性
に
つ
い
て
議
事
協
議
会
と
内
閣
と
の

間
で
不
一
致
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
憲
法
附
属
法
律
施
行
（
本
憲
法
附
属
法
律
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
一
日
に
発
効
し
て
い
る
）
か
ら

五
年
後
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
七
月
一
日
F
N
R
判
決
第
一
二
号
（C.C., D

écision n
o 2014-12 FN

R du 1 juillet 2014, Présentation 
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du projet de loi relatif à la délim
itation des régions, aux élections régionales et départem

entales et m
odifiant le calendrier 

électoral, JO
, 3 juillet 2014, p. 11023

）
で
は
、
第
八
条
の
影
響
評
価
の
不
備
に
関
し
て
問
題
と
な
っ
た
が
、
憲
法
院
は
政
府
提
出
法

律
案
の
憲
法
附
属
法
律
適
合
性
に
つ
い
て
緩
や
か
な
統
制
し
か
行
わ
な
か
っ
た
。
詳
し
く
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
12
）
三
二-

四
〇
頁
。

（
108
） 

C.C., D
écision n

o 62-20 D
C du 6 novem

bre 1962, Loi relative à l'élection du Président de la République au suffrage universel 

direct, adoptée par le référendum
 du 28 octobre 1962, Rec., p. 27. 

本
判
決
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
井
口
秀
作
「
レ
フ
ェ
レ
ン

ダ
ム
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
法
律
に
対
す
る
違
憲
審
査
」
フ
ラ
ン
ス
憲
法
判
例
研
究
会
（
編
）『
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
判
例
』（
信
山
社
、

二
〇
〇
二
年
）
三
八
三-

三
八
六
頁
を
参
照
。

（
109
） 

Séverine Leroyer, supra note (54 ), pp. 387-391. 

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
意
見
は
、
政
府
に
よ
っ
て
秘
密
に
さ
れ
る
が
、
こ
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
総
会
意
見
は
関
係
者
に
よ
っ
て
漏
洩
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
意
見
は
、
後
に
下
記

の
文
献
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。Les révisions de la Constitution de 1958, D

ocum
ents d'études n

o 1.20, La docum
entation française, 

1996, p. 9.

（
110
） 

G
erard Conac et Jacques Le G

all, « A
rticle 11 », in François Luchaire, G

érard Conac et X
avier Prétot (dir. ), La Constitution de la 

République française, 3
e éd., Econom

ica, 2008, p. 430.

（
111
） 

こ
の
政
府
提
出
法
律
案
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
に
関
す
る
憲
法
院
の
審
議
録
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。Bertrand M

athieu, 

Jean-Pierre M
achelon, Ferdinand M

élin-Soucram
anien, D

om
inique Rousseau et X

avier Philippe (dir. ), Les grandes délibérations 

du Conseil constitutionnel 1958-1983, D
alloz, 2009, pp. 99-112.

（
112
） 

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
も
、
憲
法
第
一
一
条
を
用
い
て
憲
法
改
正
す
る
こ
と
を
認
め
た
（François M

itterrand, 

Pouvoirs, n
o 45, p. 138

）。
し
か
し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
訴
訟
総
会
（assem

blée du contentieux

）
判
決
は
、
一
九
六
二
年
に
政
府

提
出
国
民
投
票
法
律
案
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
た
と
き
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
行
政
部
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
意
見
を
踏
襲
し
、
憲
法
第

一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
採
っ
た
（C.E., A

ss., 30 octobre 1998, RFD
A, 1998, p. 1081

）。
な
お
、
学

説
で
は
、
今
で
も
憲
法
第
一
一
条
に
基
づ
く
憲
法
改
正
を
違
憲
と
す
る
見
解
が
通
説
で
あ
る
。
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（
113
） 

な
お
、
こ
の
二
つ
の
要
件
は
、
国
民
議
会
規
則
第
九
八
条
第
二
項
・
第
三
項
第
一
文
及
び
元
老
院
規
則
第
四
八
条
第
二
項
第
一
文
・
第

三
文
に
お
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
114
） 
「
関
連
性
準
則
」
の
実
定
法
上
及
び
憲
法
院
判
例
上
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
12
）
一
四
六-

一
六
三
頁
を
参
照
。

（
115
） 
「
漏
斗
準
則
」
の
実
定
法
上
及
び
憲
法
院
判
例
上
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
12
）
一
四
七-

一
五
九
頁
及
び
一
六
二-

一
六
三
頁
を
参
照
。

（
116
） 

G
eorges Bergougnous, supra note (22 ), p. 1090. 

前
掲
注
（
22
）
も
参
照
。

お
わ
り
に

（
1
）　

日
本
法
へ
の
示
唆

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
主
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
①
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出
手
続
、
②
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
政
府

提
出
国
民
投
票
法
律
案
の
提
出
手
続
、
③
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
と
、
④
こ
れ
ら
に
対
す
る
統
制
を
検
討

し
て
き
た
が
、
こ
の
検
討
は
日
本
法
に
い
か
な
る
示
唆
を
与
え
る
の
か
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
憲
法
第
七
二
条
は
「
内
閣
総
理
大
臣

は
、
内
閣
を
代
表
し
て
議
案
を
国
会
に
提
出
…
…
す
る
」
と
定
め
る
の
み
で
、
憲
法
に
お
い
て
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
及
び
憲

法
改
正
原
案
修
正
権
を
明
確
に
認
め
る
規
定
は
な
い
。
ま
た
、
内
閣
法
第
五
条
は
、
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て
内
閣
提

出
の
法
律
案
、
予
算
そ
の
他
の
議
案
を
国
会
に
提
出
…
…
す
る
」
と
定
め
て
お
り
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
が
認
め
ら
れ
る
か

否
か
は
定
か
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
、
国
会
法
第
五
九
条
も
、
「
内
閣
が
、
各
議
院
の
会
議
又
は
委
員
会
に
お
い
て
議
題
と
な
つ
た

議
案
を
修
正
し
、
又
は
撤
回
す
る
に
は
、
そ
の
院
の
承
諾
を
要
す
る
。
但
し
、
一
の
議
院
で
議
決
し
た
後
は
、
修
正
し
、
又
は
撤
回
す
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る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
定
め
る
の
み
で
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
修
正
権
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、

仮
に
こ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
い
か
な
る
提
出
手
続
に
付
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
提
出
手
続
に
対
し
て
い
か
な
る
統
制

が
あ
り
う
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

第
一
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
は
、
憲
法
典
上
の
提
出
手
続
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問

手
続
と
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
に
付
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
内
閣
法
第
四
条
第
一
項
が
「
内
閣
が
そ
の
職
権
を
行
う

の
は
、
閣
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
の
で
、
内
閣
提
出
憲
法
改
正
原
案
が
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
内
閣
法
制
局
設
置
法
第
三
条
第
一
号
で
は
、
内
閣
法
制
局
の
権
限
と
し
て
、
「
閣
議
に
附
さ

れ
る
法
律
案
、
政
令
案
及
び
条
約
案
を
審
査
し
、
こ
れ
に
意
見
を
附
し
、
及
び
所
要
の
修
正
を
加
え
て
、
内
閣
に
上
申
す
る
こ
と
」
を

挙
げ
て
い
る
。
憲
法
第
七
二
条
は
「
議
案
」
と
定
め
、
内
閣
法
第
五
条
は
「
内
閣
提
出
の
法
律
案
、
予
算
そ
の
他
の
議
案
」
と
定
め
て

い
る
の
に
対
し
、
内
閣
法
制
局
設
置
法
第
三
条
第
一
号
は
「
閣
議
に
附
さ
れ
る
法
律
案
、
政
令
案
及
び
条
約
案
」
と
三
つ
に
限
定
し
て

い
る
。
憲
法
第
七
二
条
の
「
議
案
」
あ
る
い
は
内
閣
法
第
五
条
の
「
そ
の
他
の
議
案
」
に
憲
法
改
正
原
案
が
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、
内

閣
法
制
局
設
置
法
第
三
条
第
一
号
に
は
「
議
案
」
又
は
「
そ
の
他
の
議
案
」
と
い
う
文
言
は
な
い
。
さ
ら
に
、
国
会
法
が
法
律
案
を
含

む
「
議
案
」
（
第
五
六
条
第
一
項
）
と
「
憲
法
改
正
原
案
」
（
第
六
八
条
の
二
）
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み

る
と
、
内
閣
提
出
憲
法
改
正
原
案
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
提
出
手
続
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

内
閣
法
制
局
の
審
査
を
経
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
た
だ
し
、
内
閣
法
制
局
設
置
法
第
三
条
第
三
号
は
、
「
法
律
問
題
に
関
し
内
閣
並
び
に
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各
省
大
臣
に
対
し

意
見
を
述
べ
る
こ
と
」
も
内
閣
法
制
局
の
権
限
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
閣
が
内
閣
法
制
局
に
内
閣
提
出
憲
法
改
正
原

案
に
つ
い
て
任
意
に
諮
問
し
、
内
閣
法
制
局
が
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
ま
で
は
排
除
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
憲
法
改
正
を
目
的
と
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
投
票
法
律
案
と
い
う
特
別
の
法
律
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
憲
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
法
律
は
憲
法
上
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
法
へ
の
示
唆
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
政
府
提
出
法
律
案
と
内
閣
修
正
案
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正

案
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
諮
問
手
続
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
は
課
せ
ら
れ
な
い
。
こ
の
準
則
は
、
政
府
提
出
憲
法
改

正
法
律
案
と
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
に
も
妥
当
し
、
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
へ
の
諮
問
手
続
及
び
閣
議
で
の
審
議
決
定
手
続
は
課
せ
ら
れ
な
い
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
も
憲
法

改
正
原
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
も
、
内
閣
法
第
四
条
第
一
項
に
よ
り
、
閣
議
決
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
修
正
案
は
法
律
案
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、
内
閣
提
出
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修

正
自
体
が
内
閣
法
制
局
の
審
査
を
経
る
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
し
て
や
、
上
記
の
よ
う
に
内
閣
提
出
憲
法
改
正
原
案
が
内

閣
法
制
局
の
審
査
を
必
要
と
し
な
い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
い
っ
そ
う
内
閣
提
出
憲
法
改
正
原
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
は
内
閣
法
制
局
の

審
査
に
は
付
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
内
閣
提
出
憲
法
改
正
原
案
と
同
様
に
、
内
閣
提
出
憲
法
改
正
原
案
に
対
す
る
内

閣
修
正
に
つ
い
て
も
、
内
閣
法
制
局
設
置
法
第
三
条
第
三
号
に
基
づ
い
て
内
閣
が
内
閣
法
制
局
に
諮
問
し
、
内
閣
法
制
局
が
内
閣
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
に
、
立
法
手
続
全
般
に
対
し
て
憲
法
裁
判
的
統
制
が
行
わ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
さ
え
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案

の
提
出
手
続
及
び
憲
法
改
正
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
案
提
出
手
続
を
含
め
た
憲
法
改
正
手
続
に
対
す
る
憲
法
裁
判
的
統
制
は
不
可

能
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
立
法
手
続
に
対
す
る
司
法
審
査
を
認
め
な
い
日
本

）
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に
お
い
て
は
い
っ
そ
う
、
内
閣
提
出
憲
法
改
正
原
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八
四

57

案
の
提
出
手
続
及
び
内
閣
提
出
憲
法
改
正
原
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
手
続
に
対
す
る
司
法
審
査
は
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
（
及
び
修
正
権
）
に
つ
い
て
否
定
説
に
立
て
ば
、
こ
の
よ
う
な
示
唆
は
無
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
は
、
肯
定
説
に
立
脚
す
べ
き
と
い
う
見
解
を
採
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
内
閣
に
よ
る
憲
法
改
正
原
案
（
及

び
修
正
案
）
の
提
出
に
つ
い
て
内
閣
法
制
局
の
審
査
を
外
す
べ
き
と
の
見
解
を
採
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
本
稿
は
、
憲
法
上
（
あ

る
い
は
法
律
上
）
、
内
閣
の
憲
法
改
正
原
案
提
出
権
（
及
び
修
正
権
）
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
い
か
な
る
提
出
手
続
が
課
せ
ら
れ

る
か
を
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
比
較
法
的
素
材
と
し
て
検
討
し
よ
う
と
し
た
だ
け
で
あ
る
。

（
2
）　

残
さ
れ
た
課
題

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
憲
法
改
正
の
内
容
及
び
手
続
に
つ
い
て
憲
法
院
に
よ
る
統
制
は
及
ば
な
い
。
し
か

し
、
憲
法
改
正
の
内
容
の
憲
法
適
合
性
統
制
に
お
い
て
は
、
照
会
規
範
と
な
る
の
が
憲
法
第
八
九
条
第
五
項
の
「
共
和
政
体
の
改
正
禁
止
」

く
ら
い
で
あ
る
の
に
対
し
、
憲
法
改
正
の
手
続
の
憲
法
適
合
性
統
制
に
お
い
て
は
、
憲
法
改
正
案
が
憲
法
改
正
法
律

4

4

案
で
あ
る
限
り
に

お
い
て
憲
法
典
及
び
憲
法
改
正
附
属
法
律
に
お
け
る
様
々
な
立
法
手
続
規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
多
く
の
照
会
規
範
が

あ
る

）
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。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
改
正
手
続

4

4

に
関
し
て
は
憲
法
院
に
よ
る
統
制
を
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲

法
改
正
の
ほ
と
ん
ど
が
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
政
府
提
出
憲
法
改
正
法
律
案
の
提
出

手
続
に
つ
い
て
は
憲
法
院
に
よ
る
統
制
が
よ
り
い
っ
そ
う
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
憲
法
改
正
又
は
憲
法
院
に
関
す
る
憲
法

附
属
法
律
と
し
て
の
効
力
を
も
つ
一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
一
〇
六
七
号
改
正
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
か
、
あ
る

い
は
、
憲
法
院
の
判
例
変
更
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
か
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
今
後
の
推
移
を
見
守
る
し
か
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
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八
五

56

課
題
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
擱
く
こ
と
に
し
よ
う
。

注（
117
）

こ
の
点
、
我
が
国
に
お
け
る
内
閣
提
出
法
律
案
の
提
出
手
続
及
び
内
閣
提
出
法
律
案
に
対
す
る
内
閣
修
正
手
続
へ
の
司
法
審
査
の
可
能

性
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
拙
著
・
前
掲
注
（
12
）
二
〇
九-

二
五
三
頁
を
参
照
。

（
118
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
立
法
手
続
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
の
照
会
規
範
に
つ
い
て
、
拙
著
・
前
掲
注
（
12
）
一
五-

一
九
頁
を
参
照
。

＊　

本
稿
は
、
平
成
二
八
～
三
〇
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
C
）
）
「
政
府
の
憲
法
解
釈
の
実
証
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。




